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は
じ
め
に

　
『
日
本
書
紀
』（
以
下
『
書
紀
』）
を
見
る
と
、
五
世
紀
以
降
か
ら
百
済
と
の
交
流
記
録
が
目
立
つ
。
当
時
の
百
済
は
中
国
と
の
国
交
、
及
び
文
化
導
入
に
積
極

的
で
あ
っ
た
。
中
で
も
六
世
紀
の
仏
教
伝
来
は
、
わ
が
国
の
思
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
宗
教
文
化
の
展
開
を
知
る
に
は
仏
教
を
含
め

た
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
・
思
想
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
わ
が
国
の
古
代
神
仏
関
係
を
検
討
す
る
場
合
、
隣
国
の
宗
教
・
思
想
を
踏
ま
え
て
考
証
し
な

け
れ
ば
、
七
世
紀
以
降
の
宗
教
の
実
態
を
浮
き
彫
り
に
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
百
済
に
お
け
る
宗
教
を
考
察
し
、
六
世
紀
の
仏
教
受
容
と
百
済
に

お
け
る
固
有
の
信
仰
の
実
態
を
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

六
世
紀
の
日
本
の
対
外
交
流
は
、
中
国
の
文
化
を
直
接
に
受
容
し
た
の
で
は
な
く
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
百
済
王
は
、
武
寧
王
（
五
〇

一
～
五
二
三
）、
聖
（
明
）
王
（
五
二
三
～
五
五
四
）、
威
徳
王
（
五
五
四
～
五
九
八
）、
恵
王
（
五
九
八
～
五
九
九
）、
法
王
（
五
九
九
～
六
〇
〇
）
の
五
代
で
あ
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二

り
（
（
（

、
漢
城
百
済
時
代
の
滅
亡
か
ら
熊
津
・
扶
余
時
代
に
中
興
す
る
と
い
う
新
し
い
文
化
と
国
家
体
制
を
構
築
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
年
の
韓
国
に
お
け
る
旧
百
済
支
配
地
域
の
研
究
成
果
は
、
考
古
学
を
は
じ
め
と
し
て
、
急
速
な
進
展
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
新
出
史
料
の

成
果
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
少
な
い
文
献
史
料
を
補
い
、
六
世
紀
の
わ
が
国
を
百
済
側
の
視
点
か
ら
考
証
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
六
世

紀
に
お
け
る
百
済
の
宗
教
に
視
点
を
お
い
た
基
礎
的
な
考
察
の
一
端
と
し
て
、
主
な
研
究
動
向
を
確
認
し
、
と
り
わ
け
、
わ
が
国
へ
仏
教
を
伝
え
た
百
済
の
神
々

（
百
済
の
土
着
信
仰
、
在
地
信
仰
、
固
有
信
仰
、
神
祇
信
仰
な
ど
）
と
仏
教
の
信
仰
状
況
を
検
討
し
て
い
き
た
い
（
（
（

。

第
一
節　

百
済
の
仏
教
研
究
の
動
向
と
諸
問
題

　

は
じ
め
に
百
済
の
宗
教
研
究
の
動
向
、
主
に
仏
教
研
究
の
展
開
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
、
朝
鮮
に
お
け
る
現
代
的
な
学
術
研
究
の
始
ま
り
を
検
討
し
て
み
る

と
、「
朝
鮮
仏
教
」
と
い
う
概
念
で
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
李
能
和
『
朝
鮮
仏
教
通
史
』
が
刊
行
さ
れ
、
昭

和
初
期
に
は
、
高
橋
亨
氏
な
ど
が
李
氏
朝
鮮
時
代
の
禅
仏
教
を
考
察
し
（
（
（

、
赤
松
智
城
氏
、
末
松
保
和
氏
を
代
表
と
し
て
「
朝
鮮
仏
教
史
学
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

中
で
も
江
田
俊
雄
氏
に
よ
る
古
代
朝
鮮
の
仏
教
研
究
が
注
目
で
き
る
（
（
（

。
し
か
し
、
そ
れ
は
新
羅
を
中
心
と
し
た
考
察
で
あ
っ
て
、「
百
済
仏
教
」
と
題
し
て
単
独

で
は
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
百
済
仏
教
が
単
独
に
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
二
十
世
紀
半
ば
を
過
ぎ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
原
因
は
、
従
来
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
「
三
国
史
観
」
を
前
提
と
す
る
思
考
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
半
島
を
中
国
文
化
の
一
部

と
し
て
認
識
し
、
仏
教
が
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
日
本
へ
伝
来
し
た
と
考
え
る
「
三
国
伝
来
」
を
念
頭
に
持
っ
た
研
究
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
国
史
観
は
平
安
時

代
後
期
成
立
の
『
今
昔
物
語
集
』、
或
い
は
、
鎌
倉
時
代
の
凝
然
が
著
わ
し
た
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』『
八
宗
綱
要
』
な
ど
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
、
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
「
天
竺
」「
震
旦
」「
本
朝
」
に
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
現
代
で
も
朝
鮮
仏
教
が
中
国
仏
教
の
範
疇
で
考
察
さ
れ
て
い

る
の
は
、
未
だ
こ
の
三
国
史
観
か
ら
脱
却
で
き
ず
に
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
（
（
（

。

　

と
こ
ろ
が
二
十
世
紀
に
な
る
と
、
わ
が
国
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
の
植
民
地
政
策
の
一
端
と
し
て
、
そ
の
認
識
を
変
革
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
（
（

。
日

本
国
内
で
は
「
日
鮮
同
祖
論
」
が
提
唱
さ
れ
、
朝
鮮
神
宮
な
ど
の
宗
教
施
設
の
設
立
が
盛
ん
と
な
っ
た
（
（
（

。
こ
れ
ら
は
当
時
の
朝
鮮
と
日
本
の
融
和
政
策
に
よ
っ

て
、
中
国
と
朝
鮮
と
の
関
係
よ
り
、
日
本
と
の
関
係
が
強
い
と
見
る
見
解
が
起
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
、
三
国
史
観
に
疑
問
を
抱
い
て
、
朝
鮮
の
仏
教



六
世
紀
に
お
け
る
百
済
王
の
神
仏
信
仰

三

観
を
考
察
し
た
人
物
の
一
人
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
富
貴
原
章
信
氏
で
あ
る
。
彼
は
日
本
唯
識
思
想
体
系
を
解
明
す
る
に
あ
た
り
、
高
句
麗
、
百
済
、
新
羅

の
仏
教
を
区
分
し
て
考
察
し
、「
多
く
は
伝
通
縁
起
の
説
を
踏
襲
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
此
の
記
述
に
は
些
か
不
十
分
な
点
が
存
す
る
」
と
述
べ
た
。
そ

し
て
従
来
の
研
究
は
凝
然
の
三
国
史
観
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
お
り
、
実
際
に
は
新
羅
か
ら
も
仏
教
が
伝
来
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
三
国
史
観
を
踏
襲
す
る
研

究
者
た
ち
を
批
判
し
た
（
（
（

。
ま
た
、
坂
本
幸
男
氏
は
従
来
の
中
国
華
厳
思
想
を
再
検
討
し
、
わ
が
国
の
華
厳
思
想
史
の
伝
播
の
基
盤
が
新
羅
華
厳
の
解
釈
で
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
た
（
（
（

。

　

そ
の
後
の
朝
鮮
仏
教
研
究
者
と
し
て
、
田
村
圓
澄
氏
、
鎌
田
茂
雄
氏
が
挙
げ
ら
れ
る
（
（1
（

。
田
村
氏
は
朝
鮮
半
島
と
の
仏
教
交
流
史
に
着
目
し
、
飛
鳥
仏
教
の
原
点

が
朝
鮮
仏
教
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
日
韓
仏
教
交
流
史
に
大
き
な
指
針
を
呈
し
た
。
ま
た
、
鎌
田
氏
の
朝
鮮
仏
教
研
究
は
概
説
的
で
あ
る
が
、
凝
然
以
後
の
三
国

史
観
を
批
判
し
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
思
想
史
に
お
け
る
朝
鮮
仏
教
の
重
要
性
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
は
日
本
の
思
想
文
化
の
源
流
、
も
し
く
は
日
本
仏
教
史
の
学
問
的

客
観
性
を
保
持
し
、
朝
鮮
仏
教
を
理
解
す
る
必
要
性
を
提
示
し
た
研
究
で
あ
る
。

　

一
方
、
韓
国
に
お
い
て
は
朝
鮮
戦
争
休
戦
を
皮
き
り
に
三
国
時
代
の
各
国
の
仏
教
を
検
討
す
る
よ
う
に
な
る
。
李
基
白
氏
は
、
百
済
仏
教
を
歴
史
的
な
観
点
で

の
本
格
的
な
研
究
の
対
象
と
し
、
百
済
が
仏
教
を
受
容
す
る
目
的
に
つ
い
て
、
古
代
国
家
の
成
立
と
体
制
整
備
期
が
一
致
す
る
と
指
摘
し
た
（
（1
（

。
洪
思
俊
氏
は
百
済

寺
刹
の
名
称
を
儒
教
式
、
仏
教
式
、
地
名
式
、
緑
起
式
な
ど
四
つ
に
区
分
し
な
が
ら
漆
岳
寺
と
烏
合
寺
を
地
名
と
関
連
が
あ
る
寺
刹
名
に
分
析
し
た
（
（1
（

。
ま
た
蔡
印

幻
氏
は
新
羅
仏
教
の
戒
律
の
原
点
を
検
討
す
る
上
で
、
百
済
の
戒
律
を
考
察
し
た
（
（1
（

。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
百
済
仏
教
の
研
究
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
武
寧
王
陵
や
風
納
土
城
・
夢
村
土
城
の
発
掘
以
降
、
韓
国
考
古
学
の
進
展
に
よ
っ

て
、
数
多
く
の
木
簡
や
百
済
の
宗
教
関
連
の
資
料
が
出
現
し
て
き
た
。
陵
山
里
寺
跡
遺
跡
か
ら
金
銅
大
香
炉
や
「
昌
王
」
名
を
刻
む
舎
利
龕
が
出
土
し
、
威
徳
王

餘
昌
（
餘
昌
、
及
び
昌
王
を
以
下
「
威
徳
王
」
と
す
る
）
は
実
在
し
た
百
済
王
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
そ
し
て
「
天
」
や
「
道
縁
」
の
文
字
を
記
す
陽
物
形

遺
物
が
発
見
さ
れ
、
百
済
で
は
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
神
々
の
祭
祀
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
「
昌
王
」
名
を
刻
む
青
銅
製
舎
利
函
の
出
土
が

発
表
さ
れ
、
続
い
て
益
山
・
弥
勒
寺
跡
で
武
王
代
の
舎
利
荘
厳
具
が
出
土
し
、
百
済
王
室
の
信
仰
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
史
料
が
増
え
た
。
そ
こ
で
、
多
様
な

研
究
成
果
を
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

近
年
の
百
済
の
宗
教
思
想
に
視
点
を
定
め
た
成
果
を
幾
つ
か
挙
げ
る
と
、
ま
ず
韓
国
で
は
、
金
煐
泰
氏
に
よ
っ
て
『
百
済
仏
教
思
想
研
究
』
が
刊
行
さ
れ
（
（1
（

、
百

済
独
自
の
仏
教
状
況
の
把
握
が
検
討
さ
れ
た
。
ま
た
忠
南
大
學
校
百
済
研
究
所
か
ら
『
百
濟
佛
教
文
化
의
研
究
』（
書
景
文
化
社
、
一
九
九
四
年
）
と
い
う
旧
百
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四

済
地
域
の
研
究
業
績
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
六
世
紀
全
般
の
仏
教
信
仰
の
成
果
と
し
て
は
、
吉
基
泰
氏
の
『
百
済
泗
沘
時
代
の
仏
教
信
仰
研
究
』
が
挙
げ
ら
れ

る
。
吉
氏
は
従
来
の
研
究
史
を
ま
と
め
て
、
従
来
の
百
済
の
神
祇
信
仰
か
ら
仏
教
信
仰
へ
の
展
開
を
考
察
し
て
い
る
（
（1
（

。
さ
ら
に
趙
景
徹
氏
は
、
政
治
と
社
会
の
動

向
か
ら
百
済
の
仏
教
導
入
を
考
察
し
、
百
済
の
王
統
に
つ
い
て
、「
聖
王
─
威
徳
王
─
法
王
」
と
「
転
輪
聖
王
─
大
通
仏
─
釈
迦
牟
尼
仏
」
の
関
係
は
『
法
華

経
』
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
（1
（

。
加
え
て
、
従
来
の
百
済
仏
教
の
三
論
・
成
実
思
想
を
考
察
し
た
研
究
者
と
し
て
、
崔
鉛
植
氏
と
金
天
鶴
氏
が
挙
げ
ら

れ
る
（
（1
（

。
前
者
は
百
済
木
簡
と
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
を
比
較
検
討
し
、
さ
ら
に
百
済
後
期
の
成
実
涅
槃
学
の
展
開
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
、
六
世
紀
の
東
ア
ジ
ア

へ
の
百
済
仏
教
の
伝
播
を
考
察
し
た
。
後
者
は
『
書
紀
』
に
登
場
す
る
百
済
僧
を
検
討
し
、
現
存
す
る
逸
文
か
ら
百
済
に
お
け
る
成
実
論
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

ま
た
、
仏
教
以
外
で
韓
国
固
有
信
仰
を
考
慮
し
た
学
際
的
な
研
究
と
し
て
、
柳
東
植
氏
と
李
炳
鎬
氏
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
日
韓
に
お
け
る
土
着
信
仰
と
宗
教

の
受
容
に
着
目
し
、
韓
国
の
土
着
信
仰
を
「
巫
教
」、
日
本
の
土
着
信
仰
を
「
神
道
」
と
定
義
し
、
外
来
宗
教
を
受
容
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
仏
教
受
容
の
形
態

を
比
較
検
討
し
た
（
（1
（

。
後
者
の
李
氏
は
従
来
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
美
術
史
や
考
古
学
の
観
点
か
ら
、
百
済
仏
教
の
変
遷
を
検
討
し
て
い
る
。
特
に
陵
山
里
寺
や

定
林
寺
の
創
建
過
程
に
つ
い
て
、
百
済
の
外
交
政
策
や
そ
れ
に
伴
っ
た
仏
教
重
視
の
政
策
を
考
察
し
た
こ
と
は
、
百
済
が
従
来
の
土
着
信
仰
か
ら
外
来
信
仰
へ
傾

倒
す
る
様
相
が
伺
え
た
成
果
と
し
て
興
味
深
い
（
（1
（

。

　

な
お
、
日
本
で
も
先
述
し
た
田
村
圓
澄
氏
の
他
、
百
済
と
日
本
の
仏
教
関
係
を
検
討
し
た
論
考
が
多
い
。
上
田
正
昭
氏
は
、
百
済
仏
教
が
日
本
で
伝
わ
る
過
程

に
つ
い
て
検
討
し
た
（
（2
（

。
鎌
田
茂
雄
氏
と
中
井
真
孝
氏
は
、
百
済
と
日
本
の
仏
教
交
流
に
つ
い
て
研
究
し
た
（
（2
（

。
前
者
の
鎌
田
氏
は
百
済
の
仏
教
伝
来
は
日
本
文
化
発

展
に
貢
献
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
、
仏
教
文
化
に
耽
溺
し
た
百
済
王
室
の
派
手
な
生
活
が
百
済
国
力
の
衰
退
を
進
め
て
来
た
と
評
価
し
た
。
そ
し

て
、
百
済
滅
亡
以
後
、
百
済
僧
侶
た
ち
が
日
本
に
多
く
渡
来
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
初
期
仏
教
は
百
済
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
後
者
の
中

井
氏
は
弥
勒
信
仰
を
中
心
と
し
て
百
済
と
日
本
の
仏
教
交
渉
関
係
を
考
察
し
た
。
ま
た
芳
賀
登
氏
も
弥
勒
下
生
信
仰
と
関
連
し
て
百
済
の
弥
勒
信
仰
と
益
山
弥
勒

寺
の
関
係
を
検
討
し
た
（
（2
（

。
加
え
て
、
小
玉
大
円
氏
は
李
能
和
の
『
朝
鮮
仏
教
通
史
』
に
引
用
さ
れ
た
謙
益
と
関
連
し
た
資
料
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
史
料
と
し
て

の
信
憑
性
を
考
察
し
た
（
（2
（

。
し
か
し
、
こ
の
史
料
に
対
す
る
信
憑
性
に
つ
い
て
は
問
題
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の
史
料
の
引
用
す
る
こ
と
に
は
慎
重
さ
が
要
求
さ
れ
る

と
い
う
。
近
年
で
は
、
門
田
誠
一
氏
と
近
藤
浩
一
氏
の
研
究
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
氏
は
百
済
木
簡
や
金
石
文
の
語
句
を
検
討
し
て
、
六
世
紀
の
百
済
仏
教
の

内
容
を
考
察
し
た
（
（2
（

。
前
者
は
陵
山
里
寺
址
出
土
木
簡
の
仏
教
語
を
検
討
し
、
三
論
学
の
伝
来
を
明
確
に
し
た
。
ま
た
、
飛
鳥
仏
教
と
百
済
王
室
の
仏
教
信
仰
を
比

較
し
て
、
飛
鳥
寺
の
造
寺
思
想
は
百
済
王
室
の
造
寺
思
想
と
結
び
つ
か
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
後
者
は
陵
山
里
地
域
出
土
の
木
簡
を
考
察
し
、
梁
の
仏
教
と
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五

儒
教
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
て
、
百
済
の
中
国
思
想
の
受
容
を
検
討
し
た
。
ま
た
百
済
が
儒
仏
融
合
し
た
思
想
を
導
入
し
、
孝
思
想
と
仏
教
の
受
容
を
明
ら
か
に
し

た
。
さ
ら
に
六
世
紀
の
百
済
の
思
想
状
況
を
「
天
下
観
（
世
界
観
）」
を
中
心
に
考
察
し
た
。
な
お
、
王
興
寺
や
益
山
弥
勒
寺
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
古
代
史
研

究
に
お
い
て
日
韓
と
も
に
活
発
な
研
究
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
百
済
の
宗
教
研
究
の
動
向
を
み
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
主
に
仏
教
側
の
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
百
済
の
土
着
信
仰
な
ど
の
宗
教
全
般
の
研
究
に
つ
い

て
は
、
柳
東
植
氏
と
井
上
秀
雄
氏
の
成
果
以
外
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
近
年
に
な
り
、
百
済
地
域
の
考
古
学
成
果
に
よ
っ
て
百
済
の
思
想
の
形
成
や
展
開
に
つ

い
て
は
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
管
見
で
は
日
本
国
内
で
百
済
に
お
け
る
土
着
信
仰
と
仏
教
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
成
果
は
聞
か
れ
な
い
。
次
に
百

済
の
宗
教
史
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

第
二
節　

百
済
に
お
け
る
信
仰
の
展
開

　

百
済
国
は
『
三
国
史
記
』（
以
下
『
史
記
』）
に
よ
る
と
、
前
漢
の
鴻
嘉
三
年
（
紀
元
前
十
八
年
）、
高
句
麗
の
始
祖
で
あ
る
朱
蒙
の
子
、
温
祚
に
よ
っ
て
建
国

さ
れ
た
と
い
う
（
（2
（

。
中
国
史
料
で
は
馬
韓
の
一
つ
「
伯
済
国
」
が
、
四
世
紀
頃
に
馬
韓
を
統
一
し
て
「
百
済
」
と
名
乗
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
頃
に
石
上
神
宮
の
七
支

刀
が
作
製
さ
れ
、
わ
が
国
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（2
（

。
そ
の
後
の
百
済
は
蓋
鹵
王
の
代
に
高
句
麗
僧
の
讒
言
を
信
じ
、
五
世
紀
末
に
一
時
的
に
滅
亡
す

る
。
し
か
し
、
倭
国
の
支
援
を
以
て
、
文
周
王
が
熊
津
（
公
州
）
に
王
都
を
再
興
し
、
東
城
王
が
中
国
と
外
交
を
結
ん
だ
。
そ
し
て
、
寧
東
大
将
軍
武
寧
王
に

よ
っ
て
国
家
体
制
が
復
活
す
る
。
こ
の
よ
う
な
百
済
王
朝
を
時
代
区
分
す
る
場
合
、
王
都
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
。

　
　

・
漢
城
（
現
在
の
ソ
ウ
ル
特
別
市
松
坡
区
）
時
代
…
…
始
祖
・
温
祚
王
即
位
か
ら
蓋
鹵
王
戦
死
（
四
七
五
）
ま
で
。

　
　

・
熊
津
（
現
在
の
公
州
市
）
時
代
…
…
文
周
王
（
四
七
六
）
か
ら
聖
王
（
五
三
八
）
ま
で
。

　
　

・
泗
沘
（
現
在
の
扶
余
郡
）
時
代
…
…
聖
王
（
五
三
八
）
か
ら
義
慈
王
（
六
六
〇
）
ま
で
。

　

そ
し
て
、
六
世
紀
の
百
済
王
は
武
寧
王
か
ら
法
王
（
五
〇
一
～
六
〇
〇
）
の
五
代
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
わ
が
国
へ
仏
教
が
伝
来
し
た
。
ま
た
、『
書
紀
』
で

最
も
多
く
記
述
さ
れ
る
隣
国
の
王
た
ち
で
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
史
記
』
に
百
済
の
仏
教
伝
来
は
枕
流
王
元
年
（
三
八
四
）
と
記
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
に
仏
教
が
伝
来
し
た
と
い
う
確
実
な
文
献
や
遺
物



國
學
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要
　
第
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十
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二
〇
一
五
年
）

六

は
な
い
。『
書
紀
』
推
古
天
皇
三
十
二
年
条
（
六
二
四
）
の
記
事
に
あ
る
「
夫
佛
法
自
西
国
至
于
漢
経
三
百
歳
、
乃
伝
之
至
於
百
濟
国
而
僅
一
百
年
矣
（
夫
れ
仏

法
、
西
国
よ
り
漢
に
至
り
て
三
百
歳
を
経
、
乃
ち
伝
へ
て
百
済
国
に
至
り
て
僅
に
一
百
年
な
り
ぬ
）」
と
い
う
観
勒
の
上
奏
文
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
の
『
史
記
』

の
記
述
は
観
勒
の
上
奏
文
と
比
べ
て
も
、
約
一
世
紀
の
差
が
あ
る
の
で
『
史
記
』
の
記
述
は
史
実
と
は
断
定
し
難
い
。
一
方
、
観
勒
の
上
奏
文
は
武
寧
王
の
こ
ろ

か
ら
伝
来
し
た
こ
と
に
な
り
、
ま
さ
し
く
、
武
寧
王
陵
で
見
ら
れ
る
仏
教
受
容
の
姿
と
一
致
す
る
（
（2
（

。
で
は
、
仏
教
を
受
容
す
る
以
前
の
百
済
王
の
信
仰
状
況
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
百
済
の
土
着
信
仰
と
国
家
の
祭
祀
を
李
基
東
氏
の
概
論
を
参
考
と
し
て
簡
潔
に
見
て
行
き
た
い
（
（2
（

。

　

百
済
人
の
精
神
世
界
を
長
い
間
支
配
し
た
の
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
世
界
一
帯
に
広
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
事
象
で
あ

り
、
個
人
の
日
常
生
活
を
規
制
す
る
の
で
は
な
く
、
国
家
現
象
初
期
の
支
配
理
念
の
根
拠
を
提
供
し
て
広
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

起
源
は
新
石
器
時
代
ま
で
遡
れ
る
が
、
百
済
初
期
に
は
そ
の
政
治
・
社
会
面
に
受
容
機
能
を
持
っ
て
い
た
。
三
世
紀
中
葉
ま
で
韓
族
社
会
に
つ
い
て
民
族
史

を
広
く
語
る
『
三
国
志
』「
魏
書
東
夷
伝
」
を
み
る
と
、
馬
韓
は
鬼
神
を
信
じ
、
国
邑
に
は
各
自
で
人
を
選
び
天
神
を
祀
ら
せ
て
、
こ
れ
を
天
君
と
名
付
け

て
い
る
。
こ
の
天
君
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
系
統
を
受
け
継
い
で
祭
祀
者
の
性
格
を
繋
ぐ
人
物
と
し
て
、
初
期
の
国
家
社
会
に
入
る
と
、
そ
の
比
重
が
大
き

く
な
り
、
社
会
の
共
同
儀
式
を
主
宰
し
て
い
る
。
ま
た
、
諸
国
の
別
邑
に
は
、
蘇
塗
信
仰
が
あ
る
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
村
落
共
同
体
を
中
心
と

し
て
行
わ
れ
る
部
落
祭
で
祈
願
す
る
こ
と
と
し
て
推
測
さ
れ
、
国
家
権
力
が
成
長
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
祭
天
儀
礼
を
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
推
察
さ

れ
る
。
さ
ら
に
五
月
と
十
月
に
季
節
祭
が
執
行
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、
こ
れ
は
農
耕
儀
礼
の
性
格
が
強
く
、
一
種
の
祭
天
行
事
で
あ
ろ
う
。

　

百
済
は
高
句
麗
や
新
羅
の
場
合
と
同
じ
よ
う
な
建
国
神
話
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
始
祖
・
温
祚
王
は
高
句
麗
の
始
祖
・
朱
蒙
（
東
明
聖
王
）
の
子
供
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
実
際
に
温
祚
王
は
漢
城
に
東
明
聖
王
廟
を
建
て
て
い
る
。『
三
国
史
記
』
に
は
、
百
済
の
歴
代
国
王
の
即
位
し
た
翌

年
に
は
東
明
聖
王
へ
参
拝
す
る
事
実
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
旱
魃
に
な
っ
た
と
き
に
は
王
が
祈
雨
祭
を
執
行
し
祈
祷
し
た
。

〈
李
基
東
著
『
百
済
史
研
究
』
三
八
～
三
九
頁
、
筆
者
翻
訳
〉

　

こ
の
よ
う
に
、
李
基
東
氏
は
百
済
の
馬
韓
統
一
前
の
信
仰
状
態
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
挙
げ
て
い
る
『
三
国
志
』
に
お
け
る
馬
韓
の
祭
祀
記
事
に
つ
い
て
、

井
上
秀
雄
氏
は
「
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
あ
っ
て
、
細
か
い
点
で
は
定
説
に
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
」
と
指
摘
す
る
（
（3
（

。
し
か
し
、
李
氏
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七

の
解
釈
は
細
か
い
点
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
大
幅
な
点
で
は
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
特
に
百
済
は
高
句
麗
の
分
国
で
あ
る
た
め
、
建
国
神
話
が
な
い
と
い
う

指
摘
に
着
目
で
き
る
。
そ
れ
は
百
済
の
近
隣
諸
国
、
高
句
麗
・
新
羅
・
伽
耶
・
日
本
に
は
建
国
神
話
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
馬
韓
諸
国
に
の
み
建
国
神
話
、
も
し

く
は
創
世
神
話
が
な
い
こ
と
に
不
自
然
さ
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
馬
韓
に
も
建
国
神
話
が
存
在
し
て
い
た
が
、
百
済
建
国
と
馬
韓
統
合
に
よ
っ
て

消
滅
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
馬
韓
時
代
の
遺
物
に
は
、
わ
が
国
で
出
土
す
る
鏡
・
勾
玉
・
剣
な
ど
と
同
様
な
宗
教
的
遺
物
が
見
ら
れ
る
（
（3
（

。
四
世
紀
ま

で
の
日
韓
に
お
け
る
マ
ツ
リ
の
構
造
が
類
似
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
た
め
、
今
後
の
日
韓
の
研
究
成
果
を
俟
ち
た
い
。

　

さ
ら
に
民
族
成
立
の
象
徴
で
あ
る
神
話
の
問
題
を
ふ
ま
え
て
考
察
す
る
と
、
百
済
の
信
仰
は
馬
韓
時
代
か
ら
居
住
し
て
い
た
民
衆
と
高
句
麗
か
ら
移
住
し
て
き

た
王
室
と
の
信
仰
が
共
存
し
て
お
り
、
各
々
の
固
有
の
宗
教
儀
礼
が
執
行
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
百
済
に
お
け
る
初
期
の
在
地
信
仰
の

形
態
は
支
配
者
階
級
と
被
支
配
者
階
級
の
相
違
し
た
宗
教
儀
礼
が
同
所
で
共
存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
百
済
初
期
（
漢
城
時
代
）
ま
で
の
在
地
信

仰
の
状
況
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
隋
書
』
百
済
伝
に
、

其
人
雑
。
有
二
新
羅
高
麗
倭
等
一
、
亦
有
二
中
国
人
一
。

と
あ
り
、
六
世
紀
末
の
百
済
で
は
馬
韓
時
代
か
ら
の
先
住
民
と
高
句
麗
系
の
移
民
以
外
に
も
多
様
な
諸
国
の
民
族
が
共
存
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
百
済
が
多
様
な
文
化
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
に
も
繋
が
り
、
当
然
、
百
済
の
在
地
信
仰
以
外
に
さ
ま
ざ
ま
な
外
来
信
仰
も
共
存
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
、
李
氏
は
百
済
の
在
地
信
仰
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
龍
神
・
水
神
信
仰
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
同
様
に
世
界
的
に
広
く

存
在
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、「
夢
村
土
城
」
と
「
風
納
土
城
」
の
二
つ
に
隣
接
し
て
存
在
す
る
漢
城
の
本
来
の
名
前
が
「
蛇
城
」
で
あ
る
こ
と
や
、
扶

余
陵
山
里
寺
址
出
土
の
龍
鳳
香
炉
の
存
在
を
挙
げ
て
、
蛇
や
龍
に
よ
る
信
仰
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
李
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

こ
の
（
百
済
の
）
天
地
に
対
す
る
祭
祀
儀
礼
は
東
城
王
十
一
年
（
四
八
九
）
十
月
以
降
に
記
録
が
み
ら
れ
ず
、
一
方
、『
周
書
』
百
済
伝
に
は
、
百
済
王

が
毎
年
四
仲
の
月
に
天
神
と
五
帝
の
神
を
祭
祀
す
る
記
録
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
見
ら
れ
る
天
神
と
い
う
も
の
は
、
馬
韓
時
代
に
天
君
が
祭
祀
し
た
と
こ

ろ
で
見
た
が
、
中
国
祠
令
に
み
ら
れ
る
「
昊
天
上
帝
」
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
五
帝
の
神
と
い
う
五
方
神
を
示
す
こ
と
が
ほ
ぼ
明
確
で
あ
る
。
こ
れ
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は
五
方
五
行
思
想
で
祈
願
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
天
神
、
及
び
五
帝
の
神
と
は
本
来
、『
周
禮
』
の
祭
祀
規
定
に
基
づ
く
こ
と
と
し
て
、
結
局
、

百
済
が
中
国
の
礼
俗
を
受
容
す
る
時
期
は
、
お
そ
ら
く
熊
津
時
代
で
は
な
く
、
泗
沘
時
代
初
期
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
李
著
書
『
百
済
史
研
究
』
四
〇
頁
、
筆
者
翻
訳
〉

　

こ
こ
で
注
目
で
き
る
こ
と
は
、
井
上
氏
も
指
摘
し
た
東
城
王
以
降
で
王
の
祭
祀
が
見
ら
れ
な
い
点
（
（3
（

、
五
方
五
行
思
想
、
つ
ま
り
陰
陽
説
が
百
済
に
あ
っ
た
点
、

そ
し
て
、『
周
禮
』
に
基
づ
い
た
祭
祀
制
度
が
あ
っ
た
点
の
三
点
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
東
城
王
以
降
に
王
の
祭
祀
が
見
ら
れ
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
六
世
紀
に
な
る
と
百
済
国
家
の
宗
教
政
策
が
神
祇
よ
り
も
仏
教
に
偏
る
こ
と
が
、
後
述
す

る
考
古
学
成
果
か
ら
も
見
ら
れ
る
。
次
に
五
方
五
行
思
想
は
中
国
の
天
文
・
易
学
・
暦
学
と
関
係
し
、『
書
紀
』
欽
明
十
四
年
（
五
五
三
）
六
月
に
易
博
士
・
暦

博
士
の
交
代
を
百
済
に
要
請
し
て
い
る
こ
と
と
一
致
す
る
た
め
、
す
で
に
百
済
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
道
教
の
信
仰
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
困
難
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
隋
書
』
百
済
伝
に
「
道
士
無
し
」
と
あ
り
、
道
教
と
し
て
特
別
に
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
百
済
の
政
治
体
制
を
み
る
と
、
漢
城
時
代
は
、
真
氏
、
解
氏
な
ど
漢
城
下
流
域
に
勢
力
を
持
っ
た
貴
族
（
氏
族
）
の
連
合
体
制
で
あ
っ
た
。
そ
の
貴

族
の
連
合
体
か
ら
王
族
が
台
頭
し
て
き
た
と
い
う
。
四
七
五
年
に
蓋
鹵
王
が
殺
害
さ
れ
る
と
、
漢
江
流
域
か
ら
錦
江
流
域
に
政
権
が
移
動
し
た
。
そ
こ
で
、
百
済

の
貴
族
は
漢
江
流
域
に
勢
力
を
持
っ
た
貴
族
と
錦
江
流
域
に
勢
力
を
持
つ
貴
族
に
分
か
れ
て
対
立
し
た
と
い
う
。
五
世
紀
後
期
か
ら
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
百
済

の
王
権
の
拡
張
と
貴
族
の
官
僚
化
を
図
る
が
、
王
の
戦
死
や
殺
害
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
行
は
進
ま
な
か
っ
た
。
遷
都
の
経
験
が
な
い
新
羅
に
対
し
て
、
百
済
は
王

都
の
移
動
が
重
な
り
、
在
地
の
神
々
の
祭
祀
も
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
新
し
く
熊
津
や
扶
余
に
遷
都
し
た
地
域
の
貴
族
と

従
来
の
貴
族
が
対
立
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
井
上
氏
は
百
済
の
王
権
の
拡
張
と
貴
族
の
官
僚
化
を
推
進
す
る
中
央
政
権
で
は
、
貴
族
勢
力
の
基
盤
と
な
る

在
地
の
神
を
国
家
が
取
り
上
げ
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
（3
（

。
こ
の
よ
う
な
百
済
の
中
央
政
権
は
、
国
家
の
団
結
を
求
め
る
た
め
に
、『
周

禮
』
を
強
く
意
識
し
た
制
度
の
再
編
を
進
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
新
旧
の
貴
族
に
よ
る
在
地
の
信
仰
の
対
立
を
阻
止
す
る
た
め
、
特
定
の
貴
族
が
信
仰

す
る
在
地
の
神
祇
祭
祀
に
百
済
王
室
が
偏
重
し
な
い
よ
う
に
、
新
旧
の
貴
族
に
よ
る
在
地
の
信
仰
と
は
異
な
っ
た
仏
教
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
王
室
が
仏
教
信
仰
に
偏
っ
た
例
は
高
句
麗
や
新
羅
に
み
ら
れ
ず
、
百
済
の
み
の
特
徴
と
み
ら
れ
る
。
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そ
し
て
百
済
仏
教
に
は
儒
教
の
孝
思
想
が
融
合
し
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
（
（3
（

。
百
済
仏
教
は
儒
仏
習
合
の
思
想
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。
熊
津
時
代
の

百
済
で
は
、
王
権
行
政
の
再
興
に
あ
た
り
、
二
十
二
部
・
十
六
階
級
制
な
ど
の
組
織
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
特
に
五
経
の
一
つ
で
あ
る
「
礼
経
」

（『
周
禮
』『
礼
記
』『
儀
礼
』）
は
祭
祀
を
執
行
す
る
典
籍
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
祭
祀
制
度
は
『
周
禮
』
に
基
づ
い
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
わ
が
国

へ
百
済
か
ら
『
日
本
書
紀
』
継
体
天
皇
七
年
（
五
一
三
）
に
五
経
博
士
段
楊
爾
が
来
朝
し
た
記
録
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の
百
済
で
、
す
で
に
「
礼

経
」
が
受
容
さ
れ
て
い
た
根
拠
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
百
済
が
『
周
禮
』
を
重
視
し
た
こ
と
は
、
十
六
階
級
制
最
上
位
の
「
佐
平
」
の
用
語
が
『
周

禮
』「
夏
官　

司
馬
」
の
「
以
佐3

王
平3

邦
國
」
に
よ
る
と
い
う
点
や
『
日
本
書
紀
』「
建
邦
之
神
」
の
用
語
が
『
周
禮
』「
春
官　

太
宗
伯
」
に
見
出
さ
れ
る
こ
と

で
う
か
が
え
る
（
（3
（

。
加
え
て
『
陳
書
』
巻
三
十
三
列
伝
二
七
「
陸
詡
伝
」
の
次
の
記
述
が
注
目
で
き
る
。

陸
詡
少
習
二
崔
靈
恩
三
禮
義
宗
一
、
梁
世
百
濟
國
表
求
二
講
禮
博
士
一
、
詔
令
二
陸
行
一
。

　

こ
こ
に
記
す
「
三
礼
」
と
は
、
儒
教
に
お
け
る
礼
に
関
わ
る
三
種
類
の
経
書
『
周
礼
』『
儀
礼
』『
礼
記
』
の
総
称
で
あ
る
。
こ
の
陸
詡
の
講
礼
博
士
に
つ
い
て

は
、
李
基
東
氏
が
盧
重
国
氏
や
鬼
頭
清
明
、
武
田
幸
男
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、『
周
禮
』
を
中
心
と
し
た
百
済
の
政
治
理
念
を
指
摘
し
、
百
済
の
六
佐
平
が

『
周
禮
』
の
六
官
に
則
し
て
編
成
さ
れ
、
祭
祀
を
含
め
た
百
済
の
国
家
体
制
が
五
世
紀
末
か
ら
変
革
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
（
（3
（

。

　

た
だ
し
、
先
述
の
よ
う
に
李
氏
は
『
周
禮
』
な
ど
に
よ
る
中
国
儀
礼
の
受
容
時
期
を
熊
津
時
代
で
は
な
く
、
泗
沘
時
代
初
期
の
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
た
。

し
か
し
、
百
済
か
ら
継
体
天
皇
七
年
（
五
一
三
）
に
五
経
博
士
の
段
楊
爾
が
来
朝
し
て
い
る
こ
と
や
近
年
に
発
見
さ
れ
た
公
州
・
艇
上
山
遺
跡
の
殯
宮
儀
礼
の
遺

構
を
考
慮
す
る
と
、『
周
禮
』
や
『
礼
記
』
に
は
殯
宮
儀
礼
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
た
め
、
私
は
『
周
禮
』
は
熊
津
時
代
に
受
容
し
た
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
と
考
え
る
（
（3
（

。
こ
の
よ
う
な
『
周
禮
』
と
百
済
の
神
祇
信
仰
と
の
関
係
が
、
わ
が
国
の
神
祇
制
度
の
成
立
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
百
済
の
宗
教
は
各
々
の
地
域
で
多
様
な
信
仰
が
混
合
し
た
形
態
で
あ
っ
た
た
め
、
高
句
麗
の
影
響
を
受
け
た
王
室
と
馬
韓
時
代
か
ら
の
在
地
民
衆
の
信

仰
が
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を
先
述
し
た
。
そ
の
た
め
、
祭
祀
や
儀
礼
の
形
態
に
つ
い
て
も
時
代
に
よ
っ
て
も
変
化
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
王

族
の
墳
墓
形
式
に
お
い
て
は
、
石
村
洞
古
墳
群
を
代
表
と
す
る
漢
城
時
代
の
積
石
塚
と
宋
山
里
古
墳
群
を
代
表
す
る
熊
津
時
代
以
降
の
横
穴
式
石
室
古
墳
の
変
質
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は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
葬
送
儀
礼
の
変
質
は
従
来
の
祖
先
崇
拝
の
変
革
に
も
繋
が
り
、
百
済
に
お
け
る
始
祖
廟
の
認
識
に
変
化
を
与
え
た
こ
と
と
文

献
に
お
け
る
百
済
の
祭
祀
記
事
の
展
開
と
が
、
ほ
ぼ
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
百
済
は
も
と
も
と
馬
韓
か
ら
発
展
し
、
楽
浪
郡
の
滅
亡
を
画
期
と
し
て
国
家
を
形
成
し
た
国
で
あ
っ
た
。『
魏
志
』
馬
韓
伝
に
は
「
鬼
神
」
を
使

う
祭
祀
を
記
し
、
わ
が
国
に
類
似
す
る
宗
教
儀
礼
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
熊
津
時
代
に
国
家
再
建
の
一
つ
と
し
て
、
儒
教
を
中
心
に

『
周
禮
』
に
基
づ
い
た
祭
祀
儀
礼
で
百
済
復
興
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
梁
と
の
交
流
に
よ
っ
て
急
速
な
仏
教
受
容
が
始
ま
り
、
そ
こ
か
ら
受
容
し
た
大
乗
菩
薩
道

の
思
想
に
基
づ
い
て
、
王
に
よ
る
衆
生
済
度
が
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
仏
教
を
国
家
体
制
に
組
み
込
む
ま
で
、
そ
の
信
仰
は
、
王
室
と
貴
族
、
民

衆
、
各
々
に
お
い
て
崇
拝
対
象
が
相
違
し
て
い
た
が
、
仏
教
信
仰
を
通
じ
て
、
信
仰
が
共
通
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

よ
う
す
る
に
、
元
来
の
百
済
の
宗
教
は
「
自
然
宗
教
」
と
し
て
王
室
と
民
衆
が
各
々
独
自
に
馬
韓
時
代
の
延
長
線
上
で
宗
教
儀
礼
を
執
行
し
て
い
た
の
が
、
中

国
の
儒
教
祭
祀
の
受
容
と
と
も
に
変
革
し
て
行
っ
た
。
さ
ら
に
「
創
唱
宗
教
」
で
あ
る
仏
教
の
導
入
に
よ
っ
て
、
泗
沘
時
代
に
は
一
般
民
衆
ま
で
仏
教
思
想
が
広

ま
り
、
高
句
麗
や
旧
馬
韓
の
民
族
、
及
び
新
羅
や
倭
に
お
け
る
各
々
の
民
族
宗
教
を
超
え
た
共
通
の
信
仰
と
し
て
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
（3
（

。
そ
こ
で
、

次
に
『
書
紀
』、『
史
記
』
や
『
遺
事
』
な
ど
の
文
献
や
考
古
資
料
か
ら
、
王
族
や
貴
族
（
支
配
者
階
級
）
と
民
衆
（
被
支
配
者
階
級
）
が
結
び
つ
く
史
料
を
確
認

し
、
国
家
内
に
お
い
て
宗
教
儀
礼
の
共
通
化
を
見
出
し
て
、
百
済
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
中
国
史
書
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』

編
纂
に
お
い
て
中
国
史
書
を
踏
ま
え
て
成
立
し
て
お
り
、
重
複
を
避
け
る
た
め
、
中
国
史
書
の
検
討
は
割
愛
す
る
。

第
三
節　

武
寧
王
と
聖
王
に
つ
い
て

　

は
じ
め
に
六
世
紀
初
頭
に
在
位
し
て
い
た
武
寧
王
、
聖
王
の
宗
教
関
連
記
事
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
き
た
い
。

①　
『
書
紀
』
武
烈
天
皇
七
年
（
五
〇
五
）
夏
四
月
条

　
　

百
濟
王
遣
二
斯
我
君
一
進
調
。
別
表
曰
、
前
進
調
使
麻
那
者
、
非
二
百
濟
国
主
之
骨
族
一
也
。
故
謹
遣
二
斯
我
一
、
奉
二
事
於
朝
一
。
遂
有
子
、
曰
二
法
師
君
一
。

是
倭
君
之
祖
也
。

②
『
史
記
』
巻
第
二
十
六
百
濟
本
紀
第
四
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聖
王
十
九
年
（
五
四
一
）。
王
遣
レ
使
入
レ
梁
朝
貢
。
兼
表
請
二
毛
詩
博
士
、
涅
槃
等
經
義
、
并
工
匠
、
書
画
師
等
一
。
從
之
。

③
『
書
紀
』
欽
明
天
皇
二
年
（
五
四
二
）
秋
七
月
条

　
　

上
達
二
雲
際
一
、
下
及
二
泉
中
一
、
誓
二
神
乎
今
一
、
改
二
咎
乎
昔
一
。
一
無
二
隠
匿
一
、
發
二
露
所
一レ
爲
、
精
誠
通
レ
靈
、
深
自
克
責
。

④
『
書
紀
』
欽
明
天
皇
五
年
（
五
四
四
）
春
正
月
条

　
　

百
濟
國
遣
使
、
召
二
任
那
執
事
與
日
本
府
執
事
一
。
倶
答
曰
、
祭
神
時
到
。
祭
了
而
往
。

⑤
『
書
紀
』
欽
明
天
皇
六
年
（
五
四
五
）
秋
九
月
条

　
　

是
月
、
百
濟
造
二
丈
六
佛
像
一
。

⑥
『
書
紀
』
欽
明
天
皇
十
三
年
（
五
五
二
）
冬
十
月
条

　
　

百
濟
聖
明
王
更
名
聖
王
遣
二
西
部
姫
氏
達
率
怒
浰
斯
致
契
等
一
、
獻
二
釈
迦
佛
金
銅
像
一
軀
・
幡
蓋
若
干
・
經
論
若
干
巻
一
。

⑦
『
書
紀
』
欽
明
天
皇
十
五
年
（
五
五
四
）
二
月
条

　
　

五
經
博
士
王
柳
貴
、
代
二
固
德
馬
丁
安
一
。
僧
曇
慧
等
九
人
代
二
僧
道
深
等
七
人
一
。

以
上
正
史
と
し
て
は
、
七
点
の
記
事
が
あ
る
。
中
国
史
書
に
は
、『
梁
書
』
に
②
と
同
様
の
記
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
で
宗
教
関
連
の
記
事
は
見
出
せ
な
い
。

こ
の
記
事
に
つ
い
て
②
⑤
⑥
⑦
は
田
村
圓
澄
氏
の
他
に
、
小
玉
大
円
氏
が
仏
教
受
容
に
関
係
し
て
考
察
さ
れ
て
い
る
（
（3
（

。
し
か
し
、
①
③
④
に
つ
い
て
は
具
体
的
に

考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
①
③
④
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
①
は
武
寧
王
の
王
子
斯
我
君
が
日
本
に
朝
貢
に
き
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
そ
の
子
の
名
前
が
「
法
師
君
」
と
い
う
点
に
注
目
す
る
。
こ
の
法
師
君
は

倭
君
の
祖
と
し
て
、
八
世
紀
の
桓
武
天
皇
の
生
母
・
高
野
新
笠
の
祖
と
さ
れ
た
（
（4
（

。
そ
の
た
め
、
八
、
九
世
紀
に
お
い
て
天
皇
が
外
戚
の
氏
族
神
祇
も
崇
拝
し
た
と

い
う
天
皇
祭
祀
に
関
し
て
、
倭
君
の
祖
が
百
済
王
族
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
桓
武
朝
前
後
の
神
祇
研
究
の
観
点
か
ら
の
考
察
が
あ
る
。
特
に
『
日
本
後
紀
』
に

見
え
る
桓
武
天
皇
の
大
阪
・
枚
方
、
交
野
地
方
の
「
郊
祭
」
な
ど
は
、
渡
来
人
、
特
に
百
済
王
族
の
伝
統
に
よ
る
神
祇
祭
祀
と
し
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
西
田
長
男
氏
は
宗
教
的
側
面
か
ら
考
察
し
て
お
り
、
桓
武
朝
の
母
系
が
武
寧
王
の
家
系
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
平
野
社
や
今
来
神
な
ど
の
渡
来
人

に
信
仰
さ
れ
た
神
々
の
検
討
を
試
み
た
（
（4
（

。
こ
の
よ
う
な
わ
が
国
で
の
百
済
王
室
の
神
祇
祭
祀
に
関
す
る
考
察
は
見
ら
れ
る
が
、
や
は
り
、
注
目
さ
れ
る
視
点
が

「
法
師
」
と
い
う
仏
教
的
な
用
語
で
あ
る
。
こ
の
法
師
君
が
仏
教
的
な
名
前
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
も
西
田
氏
で
あ
る
。
彼
は
『
書
紀
』
の
欽
明
天
皇
以
前
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の
紀
年
や
記
述
は
疑
わ
し
い
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、「
法
師
」
の
二
字
は
明
ら
か
に
仏
教
語
で
あ
る
と
し
て
、
六
世
紀
ご
ろ
の
百
済
と
の
交
流
を
検
討
し
た
（
（4
（

。

　

次
の
③
は
百
済
聖
王
に
よ
る
任
那
の
日
本
府
の
説
諭
で
あ
り
、
④
は
任
那
の
日
本
府
、
在
安
羅
諸
倭
臣
の
百
済
使
者
へ
の
回
答
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
加

耶
諸
国
に
お
い
て
も
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
政
治
外
交
に
お
い
て
祭
祀
を
利
用
し
た
事
例
で
も
あ
り
（
（4
（

、
仏
教
交
流
以
外
で

も
わ
が
国
の
土
着
信
仰
は
朝
鮮
半
島
の
土
着
信
仰
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
④
の
欽
明
天
皇
五
年
「
春
正
月
」
の
記
事
か
ら
は
、
朝
鮮
半
島
南
部
に
も
、
わ
が
国
で
行
わ
れ
た
祈
年
祭
の
よ
う
な
祭
祀
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
こ
こ
で
朝
鮮
に
お
け
る
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
な
ど
の
農
耕
祭
祀
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
作
物
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
が
国
で
は
稲
作
を
も
っ
て
祭
祀
の
主
流
と
す
る
が
、
朝
鮮
半
島
で
は
耕
作
品
目
や
耕
作
時
期
、
地
域
が
全
く
異
な
る
。
稲
は
南
方
の
食
物
で

あ
る
た
め
東
ア
ジ
ア
北
部
で
は
生
産
で
き
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
古
代
朝
鮮
に
お
け
る
水
田
稲
作
の
痕
跡
は
遼
東
半
島
以
南
で
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
（
（4
（

。
し
た

が
っ
て
、
高
句
麗
の
農
耕
祭
祀
と
日
本
・
南
朝
鮮
地
域
の
農
耕
祭
祀
と
を
同
様
に
考
え
る
こ
と
は
疑
問
が
残
り
、
新
羅
に
つ
い
て
も
北
部
ま
で
稲
作
が
行
わ
れ
て

い
た
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
（
（4
（

。
一
方
で
、
わ
が
国
と
加
耶
・
百
済
は
、
稲
作
文
化
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
日
本
神
話
を
み
る
と
、
天
照
大
神
が
「
斎
庭
の
稲

穂
」
や
「
天
壌
無
窮
」
と
い
っ
た
神
勅
を
も
っ
て
稲
作
奨
励
を
し
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
宗
教
儀
礼
と
の
共
通
性
が
見
出
せ
よ
う
。

　

ま
た
、
日
韓
の
正
史
に
お
け
る
聖
王
の
宗
教
関
連
記
事
を
見
る
と
、
③
か
ら
⑦
の
『
書
紀
』
の
記
事
と
②
の
『
史
記
』
聖
王
十
九
年
条
の
毛
詩
や
涅
槃
経
等
を

梁
に
招
請
し
た
記
事
が
あ
る
。
聖
王
は
わ
が
国
の
仏
教
受
容
の
研
究
に
お
い
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
で
の
聖
王
自
体
の
信
仰

に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
拙
稿
に
お
い
て
聖
王
の
宗
教
関
連
に
つ
い
て
、
日
本
へ
仏
教
が
公
伝
し
た
年
代
（
五
四
八
年
）
の
蓋

然
性
が
高
い
こ
と
、
及
び
、
蘇
我
氏
の
「
建
邦
之
神
」
の
教
諭
と
百
済
の
祭
祀
儀
礼
が
仏
教
儀
礼
に
変
換
し
て
い
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
（
（4
（

。

　

こ
の
よ
う
な
日
韓
の
両
正
史
、
及
び
中
国
史
書
以
外
の
記
録
と
し
て
は
、『
弥
勒
仏
光
寺
事
蹟
』
と
『
観
世
音
應
験
記
』
が
あ
る
。
李
能
和
氏
や
先
述
の
小
玉

氏
の
研
究
を
参
考
に
す
る
と
（
（4
（

、『
弥
勒
仏
光
寺
事
蹟
』
に
聖
王
四
年
（
五
二
六
）
に
謙
益
が
武
寧
王
代
か
ら
聖
王
代
に
か
け
て
イ
ン
ド
へ
留
学
し
、
イ
ン
ド
か
ら

帰
国
す
る
際
、『
五
分
律
』
梵
本
を
持
ち
帰
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
僧
・
倍
達
多
を
同
行
し
て
い
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
そ
し
て
曇
旭
と
恵
仁
が
律
疏
三
十
六

巻
を
著
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
『
弥
勒
仏
光
寺
事
蹟
』
に
つ
い
て
は
成
立
年
代
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
史
料
性
と
し
て
確
証
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
こ
の
よ
う
な
百
済
の
戒
律
学
が
隆
盛
で
あ
っ
た
状
況
は
後
述
す
る
『
書
紀
』
の
尼
僧
留
学
と
齟
齬
し
な
い
。
ま
た
、『
観
世
音
應
験
記
』
に
は
、
百
済
僧
・

発
正
が
梁
の
天
監
年
中
（
五
〇
二
～
五
一
九
）
に
西
に
渡
り
、
梁
に
三
十
年
あ
ま
り
滞
在
し
て
帰
国
し
た
と
い
う
。『
観
世
音
應
験
記
』
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
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益
山
・
帝
釈
寺
跡
や
王
宮
里
寺
跡
の
発
掘
成
果
か
ら
、
そ
の
記
載
と
一
致
す
る
点
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
信
憑
性
は
比
較
的
に
高
い
で
あ
ろ
う
（
（4
（

。

　

な
お
、
中
国
史
書
を
見
る
と
、
東
夷
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
に
百
済
の
国
状
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
『
史
記
』
に
も
転
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

に
漏
れ
て
い
る
百
済
の
記
述
と
し
て
、
前
節
で
述
べ
た
『
陳
書
』「
陸
詡
伝
」
の
『
周
礼
』『
儀
礼
』『
礼
記
』
の
「
三
禮
」
受
容
の
記
述
が
注
目
で
き
る
。

　

ま
た
、
⑦
は
百
済
か
ら
日
本
へ
の
五
経
博
士
の
交
代
と
同
時
に
、
僧
侶
も
交
代
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
前
者
の
五
経
博
士
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
継
体
天

皇
七
年
（
五
一
三
）
に
「
五
經
博
士
段
楊
爾
を
貢
ぐ
」
と
あ
り
、
同
天
皇
一
〇
年
（
五
一
六
）
に

別
貢
二
五
經
博
士
漢
高
安
茂
一
、
請
レ
代
二
博
士
段
楊
爾
一
。
依
レ
請
代
之
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
わ
が
国
で
「
礼
経
」
を
受
容
し
て
い
た
記
録
で
あ
る
。
⑦
の
後
者
の
僧
侶
交
代
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
最
初
の
僧
侶
派
遣
記
事
で
も

あ
る（（4
（

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
わ
が
国
で
は
、
穂
積
氏
、
物
部
氏
、
許
勢
氏
、
紀
氏
、
所
謂
「
日
系
百
済
官
僚
」
な
ど
が
朝
鮮
半
島
へ
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
彼
等
は

上
哆
唎
・
下
哆
唎
・
牟
婁
な
ど
を
統
括
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
、
欽
明
朝
に
百
済
へ
こ
れ
ら
の
地
域
を
譲
渡
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
場
所
は
現
在
の
韓

国
・
全
羅
南
道
地
域
と
推
定
さ
れ
る
が
、
近
年
全
羅
南
道
・
栄
山
江
流
域
に
あ
る
前
方
後
円
墳
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
倭
と
の
交
流
が
証
明
さ
れ
た
（
（5
（

。
た
だ
し
、

現
在
ま
で
の
考
古
学
成
果
で
こ
の
地
域
か
ら
仏
教
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
（
（5
（

。

　

次
に
考
古
資
料
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
武
寧
王
陵
の
研
究
成
果
を
見
る
と
、
日
韓
と
も
に
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
特
に
そ
の
墓
誌
銘
は
当
時
の
宗

教
を
知
る
こ
と
も
で
き
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

【
武
寧
王
墓
誌
銘
】

寧
東
大
將
軍
百
濟
斯
麻
王
、
年
六
十
二
歳
、
癸
卯
年
五
月
丙
戌
朔
七
日
壬
辰
崩
、
到
乙
巳
年
八
月
癸
酉
朔
十
二
日
甲
申
、
安
厝
登
冠
大
墓
、
立
志
如
左
、

銭
一
萬
文　

右
一
件
、
乙
巳
年
八
月
十
二
日
、
寧
東
大
將
軍
百
濟
斯
麻
王
以
前
件
銭
、
訟
土
王
土
伯
土
父
母
上
下
衆
官
二
千
石
、
買
申
地
爲
墓
、
故
立
券
爲

明
、
不
従
律
令
。
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こ
の
墓
誌
銘
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
武
寧
王
は
六
十
二
歳
で
崩
御
し
た
こ
と
、「
買
地
券
」
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
、「
寧
東
大
将
軍
」
の
称
号
が
『
梁

書
』
の
記
述
と
一
致
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
（
（5
（

。
買
地
券
は
本
来
道
教
思
想
と
関
連
し
、
墓
地
に
対
す
る
神
の
保
護
を
祈
願
す
る
呪
術
作
法
で
あ
る
。
道
教
の
成
立

に
つ
い
て
は
未
だ
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
五
世
紀
に
は
確
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
六
世
紀
に
百
済
へ
伝
来
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
（
（5
（

。
但
し
、

当
時
の
百
済
や
わ
が
国
の
人
々
が
道
教
と
仏
教
の
区
別
が
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、
わ
が
国
へ
百
済
僧
・
観
勒
が
「
方
術
」
を
伝
来
し
た
記
事
が
あ

る
。
仏
教
僧
が
道
教
の
「
遁
甲
・
方
術
」
を
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
（
（5
（

、
仏
教
と
同
様
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
と
も
考
察
で
き
る
。
ま
た
、
墓
誌
傍
線
の
用
語
「
安

厝
」
は
儒
教
用
語
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
（5
（

。
さ
ら
に
先
述
し
た
よ
う
に
『
北
史
』、『
周
書
』
百
済
伝
に
「
僧
尼
寺
塔
甚
多
、
而
無
道
士
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
百
済
仏
教
が
道
教
を
積
極
的
に
受
容
し
た
と
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、『
書
紀
』
雄
略
天
皇
五
年
条
に
武
寧
王
の
誕
生
年
の
記
述
が
あ
る
。

六
月
丙
戌
朔
。
孕
婦
果
如
二
加
須
利
君
言
一
於
二
筑
紫
各
羅
嶋
一
産
兒
。
仍
名
二
此
兒
一
曰
二
嶋
君
一
。
於
是
軍
君
即
以
二
一
船
一
送
二
嶋
君
於
國
一
。
是
爲
二
武
寧
王
一
。

百
濟
人
呼
二
此
嶋
一
曰
二
主
嶋
一
也
。

　

こ
の
『
書
紀
』
の
記
述
年
代
が
、
先
述
の
武
寧
王
墓
誌
に
記
述
さ
れ
る
没
年
（
五
二
三
）
か
ら
崩
御
の
年
齢
（
六
二
歳
）
を
引
く
年
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
『
書
紀
』
の
武
寧
王
の
出
自
記
録
は
、
漢
城
百
済
期
の
崩
壊
に
よ
る
亡
命
記
事
と
し
て
関
心
が
高
い
。
そ
し
て
、
こ
の
記
事
と
武
寧
王
陵
墓
碑

名
か
ら
和
歌
山
県
隅
田
八
幡
宮
蔵
の
銅
鏡
に
記
さ
れ
る
「
斯
摩
」
の
名
前
が
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（5
（

。

　

な
お
、
武
寧
王
陵
で
は
、
遺
体
が
祀
ら
れ
る
木
棺
に
日
本
の
み
で
生
息
す
る
高
野
槇
（
特
に
和
歌
山
や
奈
良
な
ど
の
近
畿
南
部
産
出
）
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
注
目
さ
れ
た
。
高
野
槙
の
宗
教
的
意
味
に
つ
い
て
は
、『
書
紀
』
神
代
上
条
第
八
段
に
、

柀
可
三
以
爲
二
顕
見
蒼
生
奥
津
棄
戸
將
臥
之
具
一
。

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
朝
鮮
半
島
と
の
金
銀
を
調
達
す
る
た
め
に
船
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
ス
サ
ノ
オ
が
い
い
、
木
材
や
そ
の
材
質
に
応
じ
た
用
途
を
指
示
し
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一
五

て
、
柀
（
槙
）
は
遺
体
を
安
置
す
る
棺
に
使
用
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
半
島
で
は
『
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る
杉
・
桧
・
槙
や
楠
の
大

木
の
生
息
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
同
じ
く
『
書
紀
』
神
代
上
条
第
八
段
の
記
述
に
、

初
五
十
猛
神
天
降
之
時
、
多
将
二
樹
種
一
而
下
。
然
不
植
二
韓
地
一
、
尽
以
持
帰
、
遂
始
レ
自
二
筑
紫
一
、
凡
大
八
洲
国
之
内
、
莫
レ
不
三
播
殖
而
成
二
青
山
一
焉
。

所
以 

稱
二
五
十
猛
命
一 

爲
二
有
功
之
神
一 

即
紀
伊
國
所
坐
大
神
是
也

と
あ
る
。「
然
不
植
韓
地
、
尽
以
持
帰
（
然
れ
ば
韓
地
に
植
え
ず
し
て
悉
く
持
ち
帰
る
）」
と
記
す
の
は
、
当
時
の
『
書
紀
』
編
纂
者
が
朝
鮮
半
島
に
こ
れ
ら
の
木

が
生
息
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、
疑
問
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
を
ス
サ
ノ
オ
の
子
で
あ
る
五
十
猛
神
が
種
を
播
い
て
い
な
い
と
し
て
、
し

か
も
、
尽
く
持
ち
帰
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
は
、
少
な
く
と
も
、
七
、
八
世
紀
に
こ
れ
ら
の
樹
木
が
朝
鮮
半
島
に
生
息
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る

と
推
察
で
き
よ
う
。
仮
に
、
こ
れ
ら
の
樹
木
が
七
世
紀
の
朝
鮮
半
島
で
生
息
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
然
不
植
韓
地
、
尽
以
持
帰
」
と
『
書
紀
』
に
記
し

た
な
ら
ば
、
当
時
の
朝
鮮
半
島
よ
り
移
住
し
た
渡
来
人
か
ら
理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
。
す
な
わ
ち
、
渡
来
人
も
関
わ
っ
て
い
た
『
書
紀
』
の
編
纂
時
に
、
彼

等
に
よ
っ
て
『
書
紀
』
の
記
述
が
虚
言
を
述
べ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
槙
や
檜
、
杉
な
ど
の
樹
の
種
を
持
っ
て
き
た
五
十
猛
神
は
『
延
喜

式
』
神
名
帳
に
お
い
て
紀
伊
国
の
名
神
大
の
「
伊
太
祇
曾
神
社
」
の
祭
神
で
あ
る
。
こ
の
地
域
が
古
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
こ
れ
ら
の
樹
木
の
産
地
で
あ
る
こ

と
が
結
び
つ
く
の
は
興
味
深
い
（
（5
（

。

　

し
た
が
っ
て
、『
書
紀
』
の
記
述
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
古
代
か
ら
杉
・
桧
・
槙
・
楠
は
朝
鮮
半
島
で
ほ
と
ん
ど
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が

妥
当
で
あ
る
（
（5
（

。
こ
の
高
野
槙
の
木
棺
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
高
野
槙
を
使
用
し
て
製
作
さ
れ
た
木
棺
研
究
が
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
に
加
耶
諸
国
の
一
つ
で
あ
る
安

羅
国
と
推
定
さ
れ
る
古
墳
群
で
日
本
産
と
推
定
さ
れ
る
楠
の
木
棺
が
出
土
し
た
こ
と
と
併
せ
て
、
仏
教
伝
来
以
前
の
古
墳
時
代
に
お
け
る
木
材
用
途
に
つ
い
て
今

後
の
進
展
を
俟
ち
た
い
（
（5
（

。

　

ま
た
、
武
寧
王
陵
の
木
棺
以
外
の
埋
葬
物
で
は
、
単
弁
蓮
華
文
塼
や
忍
冬
唐
草
文
、
並
び
蓮
花
、
蓮
蕾
、
雲
竜
を
施
し
た
金
属
碗
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
は

中
国
六
朝
仏
教
美
術
の
影
響
が
み
ら
れ
る
（
（6
（

。
加
え
て
、
銅
鏡
、
勾
玉
、
太
刀
な
ど
所
謂
「
三
種
の
神
器
」
的
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
武
寧
王
は

多
様
な
宗
教
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
六
世
紀
前
後
の
百
済
で
は
、
仏
教
と
百
済
の
神
祇
信
仰
が
融
合
す
る
形
態
で
あ
っ
た
と
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考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

次
の
聖
王
代
の
宗
教
的
考
古
遺
物
と
し
て
は
、
百
済
最
初
の
本
格
寺
院
と
し
て
考
え
ら
れ
る
公
州
の
大
通
寺
跡
や
陵
山
里
古
墳
群
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

住
宅
地
で
の
土
壌
の
開
削
の
問
題
や
盗
掘
等
の
被
害
も
あ
り
、
具
体
的
な
宗
教
的
遺
物
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
古
墳
壁
画
の
資
料
と
し
て
は
、
四
方
神
や
蓮
華
雲
模

様
な
ど
が
あ
り
、
道
教
・
神
仙
思
想
と
仏
教
と
の
融
合
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
扶
余
遷
都
（
五
三
八
）
前
、
熊
津
時
代
の
寺
院
跡
で
あ
る
公
州
・
大
通
寺
の
瓦
な

ど
か
ら
伽
藍
建
立
が
伺
わ
れ
る
（
（6
（

。
さ
ら
に
、
王
室
の
葬
送
儀
礼
か
ら
考
察
す
る
と
、
先
述
し
た
よ
う
に
漢
城
時
代
は
積
石
塚
で
あ
っ
た
が
、
熊
津
時
代
は
横
穴
式

墳
墓
と
変
わ
り
、
葬
送
儀
礼
の
形
式
が
大
き
く
変
化
し
た
。
こ
の
葬
送
儀
礼
は
新
羅
や
伽
耶
諸
国
の
埋
葬
方
法
と
も
相
違
し
て
い
る
。『
隋
書
』
で
は
高
句
麗
と

類
似
し
て
い
る
こ
と
も
記
載
し
て
い
る
が
（
（6
（

、
中
国
と
の
交
流
か
ら
「
礼
経
」
の
導
入
に
合
わ
せ
て
、
葬
送
儀
礼
も
取
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
武
寧
王
・
聖
王
の
両
代
の
考
察
か
ら
は
、
陸
詡
や
謙
益
の
記
録
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
隣
国
と
の
宗
教
交
流
は
明
ら
か
に
理
解
で
き
た
。
し
た

が
っ
て
、
両
代
の
百
済
は
、
漢
城
時
代
の
衰
退
か
ら
復
興
す
る
た
め
に
、
高
句
麗
・
新
羅
に
対
抗
す
る
富
国
強
兵
の
促
進
を
兼
ね
、
盛
ん
に
中
国
や
日
本
と
の
外

交
関
係
を
保
ち
、
百
済
の
神
々
と
中
国
の
儒
教
・
道
教
を
融
合
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
、
梁
の
仏
教
を
率
先
し
て
受
容
す
る
こ
と
が
う
か
が

え
た
。
な
お
、
こ
の
両
代
に
お
い
て
は
王
族
を
中
心
と
す
る
支
配
者
階
級
に
仏
教
受
容
の
様
相
は
み
ら
れ
る
が
、
現
時
点
の
研
究
成
果
で
は
王
か
ら
民
衆
へ
の
拡

散
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
四
節　

威
徳
王
に
つ
い
て

　

威
徳
王
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
坂
元
義
種
氏
が
中
国
と
の
外
交
政
策
を
中
心
と
し
て
検
討
し
て
い
る
が
、
武
寧
王
や
聖
明
王
に
比
べ
て
具
体
的
な
研
究
は

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
（
（6
（

。
そ
の
原
因
と
し
て
、『
史
記
』
や
『
遺
事
』
に
も
記
述
が
少
な
い
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
初
に
威
徳
王
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で

あ
っ
た
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

①
『
書
紀
』
欽
明
天
皇
十
四
年
（
五
五
三
）
冬
十
月
条

　
　

百
濟
王
子
餘
昌
、
明
王
子
、
威
德
王
也
。

②
『
史
記
』
百
済
本
紀
第
五
の
条
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一
七

　
　

威
徳
王
。
諱
昌
。
聖
王
之
元
子
也
。
聖
王
在
位
三
十
二
年
薨
。

③
『
遺
事
』
王
歴
第
一
百
済
条

　
　

第
二
十
七
威
徳
王　

名
昌
。
又
明
。
甲
戌
立
。
理
四
十
四
年
。

④
『
北
斉
書
』
後
主
帝
紀
・
武
平
元
年
（
五
七
〇
）
条

　
　

二
月
癸
亥
、
以
二
百
濟
王
餘
昌
一
為
二
使
持
節
侍
中
驃
騎
大
將
軍
帶
方
郡
公
一
、
王
如
故
。

　

①
か
ら
④
は
各
典
籍
に
お
け
る
威
徳
王
の
初
見
で
あ
る
。
し
か
し
、『
史
記
』『
遺
事
』
と
も
具
体
的
な
威
徳
王
に
つ
い
て
の
伝
記
や
日
本
と
の
関
係
記
事
は
皆

無
で
あ
る
。
最
初
の
威
徳
王
の
朝
貢
記
事
は
陳
の
光
大
元
年
で
あ
る
（
（6
（

。
そ
の
中
国
史
書
の
中
で
実
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
先
に
掲
げ
た
『
北
斉
書
』
と

『
隋
書
』
の
２
点
で
あ
る
（
（6
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
の
業
績
記
録
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
特
徴
が
あ
る
。

　

・『
史
記
』『
遺
事
』
と
も
威
徳
王
に
よ
る
日
本
と
の
関
係
の
記
述
は
皆
無
で
あ
る
。

　

・
従
来
（
五
世
紀
後
半
以
降
）
の
百
済
の
中
国
外
交
は
、
南
朝
が
主
で
あ
っ
た
が
、
威
徳
王
は
北
朝
に
も
朝
貢
し
た
。

　

・
史
書
の
中
で
威
徳
王
に
つ
い
て
の
履
歴
や
逸
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
書
は
『
書
紀
』
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

・『
史
記
』『
遺
事
』
と
も
威
徳
王
の
宗
教
記
事
が
な
い
。

　

以
上
か
ら
威
徳
王
の
宗
教
業
績
を
検
討
で
き
る
史
料
は
、『
書
紀
』
と
『
隋
書
』
で
あ
る
（
（6
（

。
威
徳
王
の
生
年
を
考
え
る
と
、
欽
明
十
四
年
（
五
五
三
）
に
「
年

二
十
九
矣
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
生
年
は
継
体
天
皇
十
八
年
・
百
済
聖
王
二
年
（
五
二
四
）
ご
ろ
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、『
史
記
』
威
徳
王
四

十
五
年
（
五
九
八
）
に
死
去
の
記
録
が
あ
り
（
（6
（

、
推
古
六
年
（
五
九
八
）
に
七
十
四
才
ぐ
ら
い
の
人
生
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
威
徳
王
の
幼
少
時
代
の
記
述
は

皆
無
で
あ
る
が
、『
史
記
』
で
は
聖
王
十
六
年
（
五
三
八
）
に
熊
津
か
ら
泗
沘
へ
遷
都
し
て
い
る
の
で
幼
少
時
代
は
熊
津
で
過
ご
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
（
（6
（

。
次

に
『
書
紀
』
の
百
済
交
流
記
事
の
中
か
ら
、「
百
済
国
王
」
或
い
は
「
餘
昌
」
と
し
て
記
さ
れ
る
威
徳
王
の
記
事
を
探
る
と
八
点
あ
る
。

①　

欽
明
十
四
年
（
五
五
三
）
冬
十
月
条

②　

欽
明
十
五
年
（
五
五
四
）
冬
十
二
月
条

③　

欽
明
十
六
年
（
五
五
五
）
春
二
月
条
・
八
月
条

④　

欽
明
十
八
年
（
五
五
七
）
春
三
月
条
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⑤　

敏
達
六
年
（
五
七
七
）
冬
十
一
月
条

⑥　

敏
達
十
二
年
（
五
八
三
）
冬
十
月
条

⑦　

用
明
天
皇
二
年
（
五
八
七
）・
崇
峻
天
皇
即
位
前
紀
六
月
条

⑧　

推
古
五
年
（
五
九
七
）
夏
四
月
条

　

ま
ず
、
①
は
、
先
述
し
た
欽
明
十
四
年
（
五
五
三
）
条
の
「
悉
發
二
國
中
兵
一
、
向
二
高
麗
國
一
、
築
二
百
合
野
塞
一
、
眠
二
食
軍
士
一
。」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

王
子
と
し
て
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
兵
士
と
同
等
な
行
動
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
人
情
篤
い
人
格
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
戦
い
で
百
済
は
高
句
麗
に
勝
利

し
た
。

　

②
は
、
欽
明
十
五
年
（
五
五
四
）
十
二
月
条
に
「
餘
昌
謀
レ
伐
二
新
羅
一
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
新
羅
が
真
興
王
十
四
年
（
五
五
三
）
に
、
百
済
の
東
北
地
域

を
攻
め
て
き
た
た
め
、
そ
の
反
撃
を
百
済
は
行
う
が
、
餘
昌
（
威
徳
王
）
は
重
臣
た
ち
の
進
言
を
無
視
し
、
新
羅
討
伐
に
向
か
う
。
そ
し
て
戦
況
が
悪
く
な
り
、

父
の
聖
明
王
が
援
軍
に
向
か
っ
た
が
、
聖
明
王
は
戦
死
し
た
。

　

③
は
、
欽
明
十
六
年
（
五
五
五
）
春
二
月
条
と
同
年
八
月
条
で
聖
明
王
の
戦
死
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
威
徳
王
は
筑
紫
国
造
の
助
け
に
よ
っ
て
新
羅

と
の
敗
戦
で
生
存
す
る
が
、
弟
王
子
恵
を
わ
が
国
へ
使
者
と
し
て
遣
わ
し
、
軍
事
協
力
を
要
請
す
る
。
そ
こ
で
敗
戦
の
原
因
は
国
家
祭
祀
を
軽
ん
じ
て
い
る
こ
と

を
蘇
我
稲
目
か
ら
指
摘
さ
れ
、「
建
邦
之
神
」
を
祀
る
こ
と
を
諭
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
威
徳
王
は
「
奉
下
爲
二
考
王
一
出
家
修
道
上
」
と
父
王
の
た
め
に
出
家
を
試

み
る
が
、
重
臣
に
「
自
レ
始
二
開
国
一
、
迄
于
是
歳
。
今
此
國
宗
、
将
授
二
何
國
一
。《
中
略
》
須
度
二
国
民
一
」
と
国
家
の
た
め
に
王
に
よ
る
祭
祀
の
重
要
性
を
説
か

れ
、
王
の
代
わ
り
に
国
民
、
つ
ま
り
民
衆
を
得
度
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
記
事
か
ら
は
孝
行
心
あ
る
率
直
な
性
格
が
看
取
で
き
る
と
と
も
に
、
注
目
す
べ
き
点
は

王
室
か
ら
民
衆
へ
の
仏
教
拡
散
を
見
出
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
条
に
記
さ
れ
る
「
建
邦
之
神
」
に
つ
い
て
は
、
以
前
拙
稿
で
、
わ
が
国
の
神
祇
信
仰
の

教
化
活
動
を
行
っ
た
記
録
と
し
て
考
察
し
た
（
（6
（

。

　

④
は
、
欽
明
十
八
年
（
五
五
七
）
三
月
条
に
「
百
済
王
余
昌
嗣
子
。
是
爲
二
威
徳
王
一
」
と
記
さ
れ
る
。『
史
記
』
で
は
威
徳
王
元
年
（
五
五
四
）「
諱
昌
、
聖

王
元
子
。
聖
王
在
位
三
十
二
年
薨
、
繼
位
」
と
三
年
異
な
っ
て
い
る
。
欽
明
朝
で
こ
れ
以
後
威
徳
王
の
記
述
は
な
い
（
（7
（

。

　

⑤
は
、
敏
達
六
年
（
五
七
七
）
十
一
月
条
「
百
済
国
王
付
二
還
使
大
別
王
等
一
、
獻
二
経
論
若
干
、
律
師
、
禅
師
、
比
丘
尼
、
咒
禁
師
、
造
佛
工
、
造
寺
工
、
六

人
一
。
遂
安
二
置
難
波
大
別
王
寺
一
」
の
記
載
で
あ
る
。「
大
別
王
」
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
あ
る
が
、
大
阪
市
に
お
い
て
「
大
別
王
寺
」
跡
と
考
え
ら
れ
る
遺



六
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一
九

跡
が
発
見
さ
れ
た
（
（7
（

。
こ
の
年
に
扶
余
・
王
興
寺
の
木
塔
の
鎮
壇
具
が
納
入
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
（
（7
（

。
ま
た
、
咒
禁
師
と
禅
師
の
役
職
に
つ
い
て
、
宗
教
的
に

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
か
は
明
確
で
は
な
い
。
咒
禁
師
の
役
割
に
つ
い
て
は
、『
大
唐
六
典
』 

十
四
、
太
常
寺
太
医
署
條
に
、

咒
禁
博
士
掌
レ
教
下
咒
禁
生
以
二
咒
禁
一
抜
レ
除
三
邪
魅
之
為
二
腐
者
一
上 

。
有
三
道
禁
出
二
於
山
居
方
術
之
士
一
。
有
三
禁
咒
出
二
於
釈
氏
一
。

と
あ
り
、
禁
咒
（
咒
禁
）
は
釈
氏
（
仏
教
）
に
出
自
す
る
こ
と
や
、
咒
禁
の
機
能
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
を
擁
護
し
た
隋
代
に
も
咒
禁
の
職
は
見
ら

れ
、
咒
禁
師
を
道
教
の
呪
術
と
し
て
検
討
し
て
い
る
研
究
も
あ
る
が
、
咒
禁
が
「
道
教
の
呪
を
も
っ
て
身
体
を
防
護
し
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
疑
問
が

残
る
。
仏
教
の
呪
術
的
な
役
目
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
、
禅
師
は
『
日
本
霊
異
記
』
に
も
「
禅
師
弘
済
は
百
済
の
国
の
人
」（
上
巻
第
七
）
や

「
大
皇
后
の
天
皇
の
代
、
百
済
の
禅
師
有
り
」（
上
巻
第
二
十
六
）
な
ど
七
世
紀
の
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
禅
宗
に
み
る
「
禅
師
」
と
は
異
な
る
認
識
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
職
掌
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
（
（7
（

。

　

⑥
は
、
敏
達
十
二
年
（
五
八
三
）
十
月
条
、
日
羅
の
任
那
復
興
計
画
に
よ
る
問
題
、「
百
済
國
主
奉
惜
日
羅
」「
於
是
百
済
國
主
怖
畏
天
朝
」
の
記
述
で
あ
る
。

当
時
は
高
句
麗
、
新
羅
の
使
者
が
わ
が
国
に
頻
繁
に
交
渉
し
て
お
り
、
百
済
と
は
や
や
険
悪
な
状
態
で
あ
っ
た
。
金
煐
泰
氏
は
『
書
紀
』
に
登
場
す
る
日
羅
を
僧

侶
と
見
て
論
旨
を
展
開
し
て
い
る
（
（7
（

。
日
系
百
済
官
僚
で
あ
っ
た
日
羅
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
で
百
済
の
大
乗
仏
教
思
想
の
状
況
か
ら
在
家
仏
教
信
者
と
し
て
の
可
能

性
を
指
摘
し
た
（
（7
（

。

　

⑦
は
崇
峻
天
皇
二
年
（
五
八
七
）
用
明
天
皇
崩
御
の
年
の
六
月
に
、
蘇
我
馬
子
が
留
学
僧
の
派
遣
依
頼
を
百
済
の
使
者
に
求
め
た
記
事
で
あ
る
。
そ
の
使
者
は

「
臣
等
帰
蕃
先
噵
二
国
王
一
、
而
後
發
遣
」
と
述
べ
、
そ
れ
を
受
け
た
威
徳
王
が
崇
峻
天
皇
元
年
に
わ
が
国
に
使
者
を
送
り
、
仏
舎
利
や
僧
侶
等
の
仏
教
関
連
の
事

物
を
伝
え
、
同
天
皇
三
年
（
五
八
八
）
に
は
日
本
の
尼
僧
等
の
百
済
留
学
を
認
め
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
百
済
に
お
い
て
は
十
分
な
仏
教
論
理
を
踏
ま
え
た
研
究
が

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
こ
こ
で
蘇
我
馬
子
が
尼
僧
の
百
済
留
学
を
求
め
た
記
述
に
つ
い
て
は
、
正
式
な
僧
に
な
る
た
め
に
は
受
戒
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
記
述
か
ら
百
濟
の
戒
律
学
や
経
論
研
讃
が
十
分
に
整
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
始
め
に
出
家
し
た
僧
が
男
性
で
は
な
く
女
性
尼
僧
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
女
性
を
僧
に
す
る
こ
と
に
巫
女
的
な
認
識
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
（
（7
（

。

　

⑧
は
、
推
古
五
年
（
五
九
七
）
の
「
百
済
王
遣
王
子
阿
佐
朝
貢
」
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
阿
佐
王
子
に
つ
い
て
は
、
王
興
寺
址
舎
利
容
器
銘
文
に
記
さ
れ
た
死



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
三
巻
（
二
〇
一
五
年
）

二
〇

亡
し
た
王
子
と
兄
弟
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
（7
（

。

　

こ
の
よ
う
に
威
徳
王
の
信
仰
は
、『
書
紀
』
③
、
⑤
、
⑦
の
記
述
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
以
外
の
史
料
で
は
『
元
興
寺
縁
起
』
に
記
さ
れ
る

「
露
盤
銘
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（
（7
（

。

戊
申
、
始
請
二
百
済
主
名
昌
王
法
師
及
諸
仏
等
一
（
以
下
略
）

　

こ
れ
は
飛
鳥
寺
創
建
に
際
し
て
、
威
徳
王
が
宗
教
を
介
し
た
技
術
提
供
を
し
て
い
た
記
述
で
あ
る
。
飛
鳥
時
代
の
技
術
は
百
済
支
援
が
大
き
く
、
威
徳
王
が
日

本
へ
の
交
流
に
も
力
を
注
い
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
（7
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
近
年
、
陵
山
里
寺
址
と
王
興
寺
址
の
塔
跡
か
ら
紀
年
と
銘
文
が
刻
ま
れ
た
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。
両
者
と
も
「
昌
王
」
と
い
う
威
徳
王
の
名
前
が

刻
ま
れ
て
お
り
、『
元
興
寺
縁
起
』
の
露
盤
銘
逸
文
に
記
さ
れ
る
名
前
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
露
盤
銘
逸
文
を
み
る
と
、
威
徳
王
（
昌
王
）
の
戊
申
は
、
西
暦
五

八
八
年
、
威
徳
王
在
位
三
十
五
年
、『
書
紀
』
崇
峻
元
年
に
あ
た
り
、
ま
さ
し
く
、
百
済
国
よ
り
僧
や
仏
舎
利
、
仏
教
文
化
の
技
術
保
持
者
が
来
朝
し
た
時
期
と

陵
山
里
寺
址
出
土
「
石
造
舎
利
龕
銘
文
」
と
が
繋
が
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
わ
が
国
の
飛
鳥
寺
の
源
流
は
王
興
寺
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
飛

鳥
寺
と
百
済
王
室
寺
院
の
造
寺
の
思
想
は
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
説
も
あ
る
（
（8
（

。

　

こ
の
よ
う
に
威
徳
王
時
代
の
宗
教
交
流
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
従
来
、
威
徳
王
の
宗
教
に
つ
い
て
の
諸
先
学
は
仏
教
中
心
に
論
じ
て
お
り
、
③
の
「
建
邦
之

神
」
や
⑥
の
日
羅
問
題
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
陵
山
里
寺
跡
発
掘
調
査
成
果
で
見
ら
れ
る
「
宗
廟
」
か
ら
「
菩
提
寺
的

寺
院
」
に
改
築
さ
れ
て
、
王
室
の
仏
教
傾
倒
が
う
か
が
え
る
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
百
済
王
は
国
家
の
天
神
地
祇
の
祭
主
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仏
教
と

並
立
し
て
信
仰
し
て
い
る
と
い
う
点
は
、
王
室
に
お
け
る
神
仏
両
方
の
信
仰
が
現
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
、
威
徳
王
は
一
方
で
は
神
に
祈
り
、
他
方
で

は
仏
に
祈
る
と
い
う
行
為
自
体
が
習
合
的
、
も
し
く
は
隔
離
的
な
要
素
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
或
は
公
的
信
仰
と
し
て
「
神
祇
祭
祀
」
が
あ
り
、
私

的
信
仰
と
し
て
「
仏
教
」
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
も
推
察
で
き
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
百
済
仏
教
が
独
自
の
神
仏
習
合
思
想
を
形
成
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
。

　

ま
た
、
③
の
出
家
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
百
済
で
は
仏
陀
を
「
蕃
神
」
や
「
仏
神
」
と
し
て
崇
拝
し
た
と
い
う
認
識
は
み
ら
れ
な
い
。
記
事
の
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内
容
を
み
る
と
、
王
が
出
家
剃
髪
す
れ
ば
、
国
家
の
神
祇
祭
祀
が
で
き
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
百
済
の
支
配
者
階
級
で
は
出
家
と
在
家
の
相
違
を

理
解
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
③
の
記
事
は
、
威
徳
王
が
仏
陀
を
「
神
」
で
は
な
く
、
釈
迦
族
の
王
子
に
よ
る
出
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
知
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

そ
し
て
威
徳
王
は
自
分
の
代
わ
り
に
国
民
を
出
家
さ
せ
、
民
衆
へ
の
仏
教
拡
散
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
聖
明
王
代
ま
で
に
国
王
に
よ
る
民
衆
へ
の
仏
法
流
布

の
功
徳
を
説
く
経
典
、『
涅
槃
経
』
や
『
法
華
経
』
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
齟
齬
し
な
い
。
以
前
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
大
乗
菩
薩
道
の
思
想
「
上
弘
仏

道
、
下
化
蒼
生
」
が
支
配
者
層
に
認
知
さ
れ
て
、
非
支
配
者
階
級
の
民
衆
へ
流
布
し
た
。
つ
ま
り
、
衆
生
、
或
い
は
蒼
生
を
教
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
（8
（

。

加
え
て
、
出
家
す
る
と
き
に
は
授
戒
が
必
要
で
あ
る
が
、
当
時
の
百
済
の
戒
律
の
記
事
と
し
て
、
前
節
で
挙
げ
た
『
弥
勒
仏
光
寺
事
蹟
』
に
よ
る
謙
益
の
渡
天
記

事
が
あ
る
。
聖
王
代
に
謙
益
が
梵
僧
倍
達
多
三
蔵
を
伴
い
律
部
の
訳
出
を
行
い
、
こ
れ
ら
が
⑤
の
律
師
・
禅
師
の
記
述
と
⑦
の
戒
律
学
の
記
事
と
結
び
付
く
。
こ

の
律
部
の
教
義
は
イ
ン
ド
ま
で
典
籍
を
求
め
た
こ
と
か
ら
中
国
に
は
請
来
さ
れ
て
い
な
い
仏
典
の
可
能
性
も
あ
り
、
威
徳
王
代
の
仏
教
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
見

ら
れ
な
い
教
義
も
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
六
世
紀
の
百
済
仏
教
で
は
戒
律
に
よ
る
仏
教
制
度
の
受
容
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
威
徳
王
は
祖
父
武
寧
王
、
父
聖
明
王
と
比
較
し
て
も
南
朝
に
偏
ら
ず
、
北
朝
へ
も
使
者
を
派
遣
し
て
い
る
た
め
、
全
て
中
国
南
朝
仏
教
で
あ
る
と

断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
初
め
て
百
済
が
北
朝
に
使
者
を
送
っ
た
威
徳
王
十
七
年
（
五
七
〇
）
以
降
の
百
済
仏
教
は
、
中
国
北
朝
仏
教
の
影
響
を

直
接
受
け
て
い
る
こ
と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
五
節　

恵
王
と
法
王
に
つ
い
て

　

文
献
に
お
い
て
恵
王
と
法
王
の
記
述
は
少
な
い
。『
史
記
』
で
は
恵
王
を
威
徳
王
の
弟
と
述
べ
、
法
王
は
そ
の
息
子
と
記
す
。
一
方
『
隋
書
』
で
は
法
王
も
威

徳
王
の
息
子
と
記
さ
れ
て
い
る
（
（8
（

。
恵
王
の
『
史
記
』
の
記
述
は
聖
王
の
第
二
子
と
し
た
記
述
の
み
で
あ
る
。
他
の
文
献
で
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
恵
王
が
即

位
す
る
前
に
『
書
紀
』
欽
明
天
皇
十
三
年
に
使
者
と
し
て
来
日
し
、
蘇
我
氏
に
諭
さ
れ
た
「
建
邦
之
神
」、
所
謂
、
始
祖
廟
祭
祀
の
重
要
性
の
指
摘
を
受
け
た
記

事
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
日
本
の
宗
教
事
情
も
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
法
王
に
つ
い
て
は
『
史
記
』『
遺
事
』
と
も
に
記
述
が
あ
る
。『
史
記
』
で
は
即
位
年
に
殺
生
を
禁
じ
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
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二
二

『
遺
事
』
巻
三
「
法
王
禁
殺
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

下
レ
詔
禁
二
殺
生
一
。
放
二
民
家
所
レ
養
鷹
鸇
之
類
一
、
焚
二
漁
獵
之
具
一
、
一
切
禁
止
。

　

こ
れ
は
百
済
に
お
け
る
放
生
思
想
を
行
使
し
た
初
見
で
あ
る
。
こ
の
放
生
思
想
は
中
国
の
陳
・
隋
代
の
高
僧
、
天
台
大
師
智
顗
が
広
め
た
と
い
う
（
（8
（

。
こ
の｢

下

詔
禁
殺
生
」
の
淵
源
は
中
国
南
朝
に
お
い
て
梁
武
帝
が
殺
生
禁
断
を
重
要
視
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
殺
生
禁
断
の
仏
教
思
想
を
民
衆
に
執

行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
思
想
の
日
本
で
の
初
見
は
、『
書
紀
』
天
武
五
年
（
六
七
六
）
に
諸
国
へ
放
生
す
る
記
述
で
あ
り
、
八
幡
信
仰
の
展
開
に
大
き
く
影

響
を
与
え
て
い
る
。
八
幡
神
と
仏
教
の
関
係
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
は
、
百
済
仏
教
と
の
関
連
を
考
慮
し
て
い
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
（
（8
（

。
ま
た

『
史
記
』
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

　
　

法
王
二
年
創
二
王
興
寺
一
。
度
二
僧
三
十
人
一
。
大
旱
王
幸
二
漆
岳
寺
一
祈
雨
。

　

従
来
の
雨
乞
い
な
ど
の
天
災
祈
願
祭
は
、『
史
記
』
仇
首
（
貴
須
）
王
十
四
年
（
二
二
七
）
に
東
明
廟
、
阿
莘
王
十
一
（
四
〇
二
）
に
山
岳
で
祭
祀
し
て
い
る

が
、
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
始
祖
廟
や
神
祇
祭
祀
場
で
は
な
く
、
寺
院
で
執
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
他
の
百
済
王
に
よ
る
山
岳
寺
院
の
行
幸
記
事

と
し
て
『
遺
事
』
の
武
王
条
に
知
命
法
師
が
住
持
す
る
龍
華
山
の
獅
子
寺
へ
参
拝
に
赴
い
た
記
録
が
あ
る
。
こ
の
獅
子
寺
は
、
現
在
の
弥
勒
山
の
山
頂
付
近
に
あ

り
、
発
掘
調
査
で
は
古
代
寺
院
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
（
（8
（

。
し
た
が
っ
て
、
古
代
朝
鮮
半
島
の
山
岳
寺
院
に
お
け
る
神
仏
習
合
現
象
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
思
想
が
日

本
に
も
伝
来
し
た
と
推
察
で
き
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
、
先
述
し
た
『
日
本
霊
異
記
』
に
記
載
さ
れ
る
百
済
僧
弘
斎
が
立
て
た
中
国
山
地
の
山
中
に
推
定
さ
れ
る

三
谷
寺
跡
の
創
建
説
話
が
挙
げ
ら
れ
（
（8
（

、
日
本
の
山
岳
信
仰
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
王
興
寺
に
つ
い
て
は
、
近
年
に
大
き
な
研
究
成
果
が
あ
っ
た
。
中
で
も
二
〇
〇
七
年
に
発
見
さ
れ
た
舎
利
瓶
の
銘
文
か
ら
、
従
来
の
法
王
創
建
説
が
否

定
さ
れ
、
亡
き
王
子
の
た
め
に
五
七
七
年
に
威
徳
王
が
建
立
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
（
（8
（

。
そ
の
た
め
、『
史
記
』
に
記
す
王
興
寺
創
建
年
代
が
誤
り
と
な
っ
た
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
法
王
代
で
は
「
山
岳
寺
院
」
の
祭
祀
と
民
衆
へ
の
「
放
生
思
想
」
の
流
布
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
豊
前
の
宇
佐
神
宮
を
中
心
と
し
た
地



六
世
紀
に
お
け
る
百
済
王
の
神
仏
信
仰

二
三

域
の
八
幡
信
仰
の
形
態
に
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
儒
教
や
百
済
の
在
地
信
仰
と
融
合
し
た
百
済
仏
教
と
八
幡
神
と
の
関
係
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
六
世
紀
に
渡
来
人
に
よ
る
百
済
仏
教
の
思
想
も
伝
播
し
て
い
た
こ
と
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
わ
が
国
の
山
岳
信
仰

（
修
験
道
）
や
八
幡
神
の
成
立
問
題
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
の
時
期
の
百
済
で
民
衆
へ
「
放
生
思
想
」
の
流
布
が
見
ら
れ
る
な
ら
ば
、
六
世
紀
代
に
百
済
の
王
族
な

ど
の
支
配
者
階
級
で
は
な
く
、
非
支
配
者
階
級
で
あ
る
民
衆
が
わ
が
国
へ
渡
来
し
て
、
こ
の
思
想
を
請
来
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
そ
の
影
響

に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
律
令
制
以
前
の
信
仰
形
成
や
そ
の
体
制
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
六
世
紀
の
わ
が
国
の
神
祇
と
仏
教
と

の
関
わ
り
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
本
質
を
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
成
果
を
俟
ち
た
い
。

お
わ
り
に

　

百
済
の
研
究
は
史
・
資
料
が
少
な
く
、
そ
の
成
果
は
進
展
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
近
年
の
発
掘
成
果
な
ど
を
参
考
に
文
献
以
外
に
も
学
際
的
な
研
究
を
試
み

た
。
初
期
の
百
済
の
宗
教
・
思
想
の
形
成
は
、
馬
韓
時
代
の
土
着
信
仰
と
高
句
麗
か
ら
の
移
民
信
仰
が
混
淆
と
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
四
世
紀
に

入
り
百
済
が
馬
韓
統
一
し
た
こ
ろ
に
な
る
と
、
中
国
の
信
仰
や
思
想
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
側
で
あ
る
百
済
の
信
仰
の

実
態
は
王
室
と
貴
族
、
民
衆
、
各
々
に
お
い
て
崇
拝
対
象
が
相
違
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
新
た
に
在
地
信
仰
と
異
な
っ
た
仏
教
信
仰
を
通
じ
て
、
国
家
内
の
信
仰

が
共
通
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

よ
う
す
る
に
、
元
来
の
百
済
の
宗
教
は
「
自
然
宗
教
」
と
し
て
王
室
と
民
衆
が
各
自
の
在
地
信
仰
に
基
づ
き
、
馬
韓
時
代
の
延
長
線
上
で
宗
教
儀
礼
を
執
行
し

て
い
た
の
が
、
中
国
の
儒
教
祭
祀
の
受
容
と
と
も
に
変
革
し
て
行
っ
た
。
さ
ら
に
「
創
唱
宗
教
」
で
あ
る
仏
教
の
導
入
に
よ
っ
て
、
一
般
民
衆
ま
で
仏
教
思
想
が

広
ま
り
、
百
済
国
内
の
各
地
域
の
土
着
信
仰
（
民
族
宗
教
、
在
地
信
仰
）
を
超
え
た
共
通
の
信
仰
と
し
て
、
王
族
・
貴
族
の
み
な
ら
ず
、
民
衆
ま
で
仏
教
信
仰
や

儀
礼
が
浸
透
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
仏
教
が
伝
来
す
る
ま
で
の
百
済
は
、
馬
韓
以
来
の
そ
れ
ぞ
れ
の
貴
族
や
村
邑
地
域
で
形
成
さ
れ
た
土
着
信
仰
と
王
室
の
信

仰
が
並
存
し
て
い
た
が
、
仏
教
伝
来
に
よ
っ
て
各
々
の
信
仰
の
垣
根
が
取
り
除
か
れ
て
、
仏
教
信
仰
と
い
う
同
一
信
仰
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
結

果
的
に
は
支
配
者
と
被
支
配
者
に
共
通
の
意
識
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
六
世
紀
の
百
済
王
た
ち
は
従
来
の
土
着
信
仰
と
融
合
し
た
神
祇
信
仰
と
は
異
な
る
仏
教
を
理
解
す
る
た
め
、
六
世
紀
初
頭
か
ら
急
速
に
仏
教
教
学
を
受
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二
四

容
し
た
こ
と
が
文
献
や
考
古
遺
物
に
よ
っ
て
う
か
が
え
た
。
イ
ン
ド
か
ら
伝
わ
っ
た
仏
教
は
信
仰
以
外
で
も
多
く
の
文
化
を
融
合
し
た
宗
教
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
百
済
で
は
仏
教
受
容
を
媒
介
と
し
て
、
仏
教
が
持
つ
医
薬
理
工
学
や
文
学
・
芸
術
な
ど
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
受
容
し
た
。
熊
津
時
代
か
ら
中
国
・
梁
へ
仏
教

を
学
び
に
百
済
人
を
留
学
さ
せ
た
こ
と
や
謙
益
の
渡
天
伝
承
か
ら
、
王
室
が
自
ら
率
先
し
て
仏
教
理
解
に
努
め
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
た
。
そ
し
て
、
六
世
紀

に
お
け
る
朝
鮮
半
島
の
国
家
の
中
で
も
、
百
済
は
独
自
の
固
有
信
仰
を
展
開
し
、
隣
国
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
多
様
な
宗
教
・
思
想
を
融
合
し
た
百
済
仏
教
を
形

成
し
て
い
っ
た
（
（8
（

。
さ
ら
に
そ
の
百
済
仏
教
を
わ
が
国
が
受
容
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
六
世
紀
に
百
済
王
が
求
め
た
大
乗
仏
教
の
思
想
は
、
仏
教
を
弘
め
て
伝
道
す
る
こ
と
が
功
徳
で
あ
る
と
す
る
。
仏
教
伝
来
が
宗
教
を
利
用
し
た
王
権
の
服

属
儀
礼
で
あ
る
と
い
う
考
え
も
あ
る
が
（
（8
（

、
実
際
に
そ
う
で
は
な
く
、
百
済
が
日
本
へ
仏
教
を
伝
道
す
る
こ
と
は
、
仏
教
伝
道
の
功
徳
に
よ
っ
て
聖
明
王
や
威
徳
王

た
ち
が
百
済
王
朝
繁
栄
を
願
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
仏
教
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
含
む
文
化
交
流
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
百
済
王
が
日
本
へ
仏
教
を
伝
え
た
行
為

は
、
聖
明
王
・
威
徳
王
に
お
け
る
鎮
護
国
家
の
祈
願
を
含
め
た
教
化
活
動
（
弘
法
）
と
い
う
修
行
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
（9
（

。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
な
信
仰
が
融
合
し
た
状
態
で
形
成
さ
れ
た
百
済
仏
教
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
は
百
済
の
宗
教
政
策
が
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
と
い
う
疑

問
が
残
る
。
特
に
百
済
は
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
自
国
の
祭
祀
制
度
を
『
周
禮
』
に
基
づ
い
て
形
成
し
て
い
た
実
態
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
が
五
経
博
士
を
介
し
て

日
本
へ
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
見
出
せ
る
。
こ
の
関
係
に
つ
い
て
も
今
後
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
【
追
記
】
二
〇
〇
八
年
以
降
、
吉
基
泰
氏
、
近
藤
浩
一
氏
に
は
多
大
な
る
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
謝
辞
を
申
し
上
げ
る
。

注（
１
）
各
王
の
即
位
年
代
は
『
三
国
史
記
』
を
基
準
と
し
た
年
代
を
用
い
た
。
な
お
、
現
代
の
朝
鮮
（
韓
）
半
島
の
政
治
問
題
に
よ
り
「
朝
鮮
」
の
言
語
使
用
に
つ
い
て
定
義
が
多
用
で
あ
る

が
、
本
稿
で
は
半
島
全
体
を
示
す
。

（
2
）
百
済
に
お
け
る
宗
教
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
柳
東
植
氏
（「
土
着
信
仰
と
宗
教
受
容　

韓
国
と
日
本
に
お
け
る
仏
教
受
容
形
態
の
比
較
」『
朝
鮮
学
報
』
八
十
三
、
一
九
七

七
年
）
は
韓
国
の
土
着
信
仰
を
「
巫
教
」
と
定
義
し
、
わ
が
国
の
土
着
信
仰
を
「
神
道
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
柳
氏
は
現
代
の
神
社
神
道
を
主
点
に
置
い
た
考
察
で
あ
り
、
古
代



六
世
紀
に
お
け
る
百
済
王
の
神
仏
信
仰

二
五

の
日
本
の
土
着
信
仰
を
具
体
的
に
検
討
し
て
述
べ
て
い
な
い
。
井
上
秀
雄
氏
（『
古
代
朝
鮮
史
序
説
─
王
者
と
宗
教
』（
寧
楽
社
・
一
九
七
八
年
））
は
『
三
国
史
記
』『
三
国
遺
事
』
に

使
用
さ
れ
る
語
句
に
基
づ
い
て
考
察
し
て
い
る
（
例
：
多
婁
王 

二
年
（
二
九
） 「
謁
始
祖
東
明
廟 

祀
天
地
於
南
壇
」「
近
肖
古
王 

二
年
（
三
四
七
） 

祭
天
地
神
祇
」）。
私
は
次
の
よ
う

に
定
義
し
た
い
。
二
節
、
三
節
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
馬
韓
や
漢
城
時
代
の
百
済
で
は
中
国
の
宗
教
や
思
想
を
ど
の
程
度
受
容
し
て
い
た
か
明
確
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期

の
百
済
の
宗
教
は
「
固
有
信
仰
」
や
「
土
着
信
仰
」
と
い
う
表
現
が
好
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
六
世
紀
の
時
期
に
は
「
礼
経
」
が
伝
来
し
て
い
た
た
め
、
周
知
の
よ
う
に

四
書
五
経
の
用
語
で
あ
る
「
神
祇
」「
祭
祀
」「
儀
礼
」
と
い
う
言
葉
が
百
済
で
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
（
例
：『
周
禮
』
春
官
「
掌
二
建
邦
之
天
神
人
鬼
地
示
（
祇
）

之
禮
一
」「
掌
四
時
祭
祀
之
序
事
與
其
禮
」）。
或
い
は
六
世
紀
の
百
済
で
は
仏
教
の
中
観
思
想
が
流
布
さ
れ
て
い
た
た
め
、「
神
祇
」
や
「
神
道
」
と
い
う
語
句
が
仏
典
で
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
（『
大
智
度
論
』
大
正
二
十
五
、
五
五
四
・
中
「
未
有
嫡
子
求
祷
神
祇
積
年
無
應
。」、『
肇
論
疏
』
大
正
四
十
五
、
一
六
三
・
下
「
夫
神
道
不
形
心
敏
難
繪

者　

第
五
述
元
情
也
。
述
肇
法
師
之
元
意
。
明
不
同
莊
老
也
。
神
道
謂
神
妙
之
道
。
即
佛
道
也
。
敏
疾
也
。」）
む
し
ろ
、
百
済
が
「
礼
経
」
に
倣
い
、
独
自
の
固
有
信
仰
に
即
し
て

「
神
祇
信
仰
」
や
「
神
祇
祭
祀
」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
熊
津
時
代
以
降
の
百
済
で
は
、
天
神
と
地
祇
（
하
늘
과 

땅
의 

신
）
の
祭
祀
（
제
사
）
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
見
ら
れ
る
た
め
、
神
祇
や
祭
祀
の
用
語
を
用
い
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
高
橋
亨
『
李
朝
仏
教
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
。
初
版
は
宝
文
館
、
一
九
二
九
年
）。

（
4
）
江
田
俊
雄
「
新
羅
の
仏
教
受
容
に
関
す
る
諸
問
題
」（『
文
化
』
第
二
巻
、
昭
和
十
年
）
を
初
め
、
九
、
十
点
ほ
ど
の
論
考
が
あ
る
。
同
氏
『
朝
鮮
仏
教
史
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一

九
七
七
年
）
参
照
。

（
5
）
拙
稿
「
６
世
紀
の
百
済
に
お
け
る
舎
利
信
仰
─
北
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
受
容
と
そ
の
伝
播
─
」（『
学
術
論
文
集
』
二
七
輯
、
朝
鮮
奨
学
会
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）
参
照
。

（
6
）
村
上
智
順
『
朝
鮮
の
鬼
神
』（
一
九
二
九
年
）、『
朝
鮮
の
風
水
』（
一
九
三
一
年
）、『
朝
鮮
の
類
似
宗
教
』（
一
九
三
五
年
）
以
上
朝
鮮
総
督
府
編
。
及
び
秋
葉
隆
、
赤
松
智
城
『
朝
鮮
巫

俗
の
研
究
』（
大
阪
屋
號
書
店
出
版
、
一
九
三
八
年
）
な
ど
は
統
治
に
関
す
る
資
料
と
さ
れ
た
。
な
お
、
近
年
、
川
瀬
貴
也
氏
が
戦
前
期
朝
鮮
の
統
監
府
や
朝
鮮
総
督
府
の
宗
教
政
策
の

事
例
を
検
討
し
、
宗
教
布
教
や
政
策
や
学
知
な
ど
を
考
察
し
て
い
る
（『
植
民
地
朝
鮮
の
宗
教
と
学
知
』
青
弓
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
7
）
菅
浩
二
『
日
本
統
治
下
の
海
外
神
社
─
朝
鮮
神
宮
・
台
湾
神
社
と
祭
神
─
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
8
）
富
貴
原
章
信
『
日
本
唯
識
思
想
史
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
）。

（
9
）
坂
本
幸
男
『
華
厳
教
学
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
六
年
）。

（
10
）
田
村
圓
澄
・
黄
寿
永
『
百
済
文
化
と
飛
鳥
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）、
同
氏
「
百
済
仏
教
の
展
開
」『
日
本
仏
教
史
４
百
済
・
新
羅
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
三
年
、
七
五
～

八
〇
頁
）。
鎌
田
茂
雄
『
朝
鮮
仏
教
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
）。
他
に
注
目
で
き
る
研
究
と
し
て
日
本
浄
土
教
で
の
新
羅
浄
土
教
の
影
響
を
指
摘
し
た
恵
谷
隆
戒
「
新
羅

法
位
の
無
量
寿
経
義
疏
の
研
究
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
二
五
巻
、
一
九
六
〇
年
）。



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
三
巻
（
二
〇
一
五
年
）

二
六

（
11
）
李
基
白
「
三
国
時
代
仏
教
伝
来
と
そ
の
社
会
的
性
格
」（『
歴
史
学
報
』
六
、
一
九
五
四
年
＊
韓
国
語
）。

（
12
）
洪
思
俊
「
百
済
漆
岳
寺
と
烏
合
寺
に
つ
い
て
」（『
百
済
文
化
』
三
、
公
州
大
百
済
文
化
研
究
所
＊
韓
国
語
）。

（
13
）
蔡
印
幻
『
新
羅
仏
教
戒
律
思
想
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
）。

（
14
）
金
煐
泰
『
百
済
仏
教
思
想
研
究
』（
東
国
大
学
出
版
部
、
一
九
八
五
年
＊
韓
国
語
）。

（
15
）
吉
基
泰
『
百
済
泗
沘
時
代
の
仏
教
信
仰
研
究
』（
書
景
文
化
社
、
二
〇
〇
六
年
＊
韓
国
語
）。

（
16
）
趙
景
徹
「
百
済
仏
教
史
の
展
開
と
政
治
活
動
」（
韓
国
学
中
央
研
究
院 

博
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
六
年
＊
韓
国
語
）。

（
17
）
崔
鉛
植
「
百
済
撰
述
文
献
と
し
て
の
《
大
乗
四
論
玄
義
記
》」（『
韓
国
史
研
究
』
二
〇
〇
七
年
＊
韓
国
語
）、
及
び
「
百
済
後
期
の
仏
教
学
の
展
開
過
程
」（『
仏
教
学
研
究
』
二
〇
一
一

年
＊
韓
国
語
）。
崔
鉛
植
氏
が
陵
山
里
木
簡
の
「
寶
熹
寺
」
の
記
事
よ
り
、
慧
均
『
大
乗
四
論
玄
義
』
が
百
済
に
お
い
て
撰
述
さ
れ
て
い
た
と
発
表
し
た
。
韓
国
仏
教
思
想
史
史
に
お
い

て
は
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
今
後
、
百
済
の
涅
槃
思
想
と
戒
律
学
と
共
に
研
究
す
る
。
金
天
鶴
「
百
済
道
蔵
の
『
成
実
論
疏
』
逸
文
に
つ
い
て
」『
仏
教
学
リ
ビ
ュ
ー
』（
金
剛
大
学
校

仏
教
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
18
）
前
掲
注
２
、
柳
論
文
。

（
19
）
李
炳
鎬
「
百
済
仏
教
寺
院
の
特
性
形
成
と
周
辺
国
家
に
及
ぼ
し
た
影
響
」（
早
稲
田
大
学　

文
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
三
年
）、
一
部
は
『
百
済
仏
教
寺
院
の
創
立
と
展
開
』（
社
会

評
論
社
、
二
〇
一
四
年
）
所
収
。

（
20
）
上
田
正
昭
「
百
済
と
飛
鳥
文
化
」（『
百
済
研
究
』
二
一
、
一
九
九
〇
年
＊
韓
国
語
）、
或
い
は
上
田
正
昭
「
古
代
の
日
本
と
渡
来
文
化
」『
古
代
日
本
と
渡
来
文
化
』（
学
生
社
、
一
九
八

八
年
）。

（
21
）
鎌
田
茂
雄
「
百
済
仏
教
の
日
本
伝
来
」（『
馬
韓
・
百
済
文
化
』
７
、
一
九
八
四
年
＊
韓
国
語
）。
中
井
真
孝
「
七
世
紀
の
日
韓
仏
教
交
渉
」（『
馬
韓
・
百
済
文
化
』
７
、
一
九
八
四
年
＊

韓
国
語
）、
及
び
『
朝
鮮
と
古
代
日
本
仏
教
』（
東
方
出
版
、
一
九
九
四
年
）。

（
22
）
芳
賀
登
「
百
済
に
お
け
る
弥
勒
信
仰
と
益
山
弥
勒
寺
」（『
馬
韓
・
百
済
文
化
』
６
、
一
九
八
五
年
＊
韓
国
語
）。

（
23
）
小
玉
大
圓
「
求
法
僧
謙
益
と
そ
の
周
辺
（
上
）」（『
馬
韓
・
百
済
文
化
』
８
、
一
九
八
五
年
＊
韓
国
語
）、
或
い
は
前
掲
注
10
鎌
田
著
書
。「
六
世
紀
中
葉
の
わ
が
国
と
百
済
の
国
際
関
係

─
仏
教
受
容
を
め
ぐ
る
一
考
察
─
」『
日
本
仏
教
文
化
論
叢
─
北
畠
典
生
古
希
記
念
論
集
─
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
八
年
）。

（
24
）
近
藤
浩
一
「
扶
余
・
陵
山
里
出
土
木
簡
と
泗
沘
都
城
関
連
施
設
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
二
五
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
氏
「
百
済
・
威
徳
王
の
寺
院
建
立
と
孝
思
想
─
陵
山
里

寺
・
王
興
寺
よ
り
み
た
東
ア
ジ
ア
仏
教
史
の
一
齣
─
」『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
八
巻
（
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）、
同
氏
「
６
世
紀
百

済
の
思
想
基
盤
と
天
下
観
の
形
成
」『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
八
巻
（
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）。
門
田
誠
一
「
陵
山
里
百
済
木
簡
に
み



六
世
紀
に
お
け
る
百
済
王
の
神
仏
信
仰

二
七

る
仏
教
語
」『
佛
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
三
号
、
仏
教
大
学
ア
ジ
ア
宗
教
文
化
情
報
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）。
同
氏
「
百
済
王
室
祈
願
寺
と
飛
鳥
寺
の

造
寺
思
想
」『
鷹
陵
史
学
』
三
九
巻
、（
鷹
陵
史
学
会
、
二
〇
一
三
年
）。

（
25
）
鈴
木
靖
民
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
と
王
権
─
王
興
寺
か
ら
飛
鳥
寺
へ
─
』（ 

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）。
大
橋
一
章
・
新
川
登
亀
男
編
『「
仏
教
」
文
明
の
受
容
と
君
主
権
の
構
築

─
東
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
─
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。
な
お
陵
山
里
寺
跡
一
帯
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
平
川
南
「
道
祖
神
信
仰
の
源
流
─
古
代
の
道
の
祭
祀
と
陽
物
形
木

製
品
か
ら
─
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
三
三
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
及
び
徐
廷
緑
著
、
金
容
権
訳
『
百
済
金
銅
大
香
炉
』（
三
修
社
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
26
）
坂
元
義
種
『
百
済
史
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
七
八
年
）。
六
世
紀
の
百
済
王
に
つ
い
て
は
一
七
八
〜
二
三
一
頁
を
参
考
と
し
た
。

（
27
）
鈴
木
勉
・
河
内
国
平
『
復
元
七
支
刀
─
古
代
東
ア
ジ
ア
の
鉄
・
象
嵌
・
文
字
─
』（ 

雄
山
閣
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
28
）
田
村
圓
澄
「
百
済
仏
教
史
序
説
」『
百
済
文
化
と
飛
鳥
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）。

（
29
）
李
基
東
『
百
済
史
研
究
』（
一
潮
閣
、
一
九
九
六
年
＊
韓
国
語
）。

（
30
）
井
上
秀
雄
『
古
代
朝
鮮
史
序
説
─
王
者
と
宗
教
』（
寧
楽
社
・
一
九
七
八
年
、
二
四
頁
）。

（
31
）
大
韓
民
国
・
国
立
扶
余
文
化
財
研
究
所
編
『
国
立
扶
余
博
物
館
展
示
図
録
』（
二
〇
〇
二
年
、「
松
菊
里
遺
跡
遺
物
」
解
説
）。
高
慶
秀
「
韓
国
と
日
本
の
鉄
鐸
に
関
す
る
一
考
察
」（『
國

學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
32
）
前
掲
書
注
30
、
井
上
著
書
。

（
33
）
井
上
秀
雄
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
』（
渓
水
社
、
一
九
九
三
年
、
一
九
五
頁
）。

（
34
）
近
藤
浩
一
「
百
済
時
期
の
孝
思
想
受
容
と
そ
の
意
義
」（『
百
済
研
究
』
四
二
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
梁
へ
百
済
は
涅
槃
等
経
義
や
礼
経
以
外
に
「
毛
詩
」
も
同
等
に
受
容
を
請
い
て
い
る
。

（
35
）
前
掲
注
29
、
李
著
書
、
及
び
拙
稿
「
欽
明
朝
の
宗
教
交
流
─
仏
教
受
容
と
建
邦
之
神
に
つ
い
て
─
」（『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
』
四
十
一
輯
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
36
）
前
掲
注
29
、
李
著
書
。

（
37
）
前
掲
注
29
の
李
氏
の
『
百
済
史
研
究
』
は
一
九
九
八
年
発
行
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
艇
止
山
の
遺
構
は
二
〇
〇
〇
年
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

（
38
）
李
炳
鎬
（
前
掲
注
19
）
は
百
済
の
宗
廟
祭
祀
の
変
革
、
ま
た
小
金
銅
仏
の
銘
文
を
見
る
と
死
者
の
来
世
を
祈
願
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
方
の
民
間
ま
で
仏
教
が

流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
39
）
前
掲
注
23
、
小
玉
論
文
。

（
40
）『
新
撰
姓
氏
録
』「
諸
蕃
」

（
41
）
西
田
長
男
『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
五
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）、
田
中
史
生
『
日
本
古
代
国
家
の
民
族
支
配
と
渡
来
人
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
）。
田
中
は
百
済
王
氏
と
天



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
三
巻
（
二
〇
一
五
年
）

二
八

皇
祭
祀
の
結
び
付
き
を
百
済
の
郊
天
祭
祀
に
よ
る
天
命
思
想
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
42
）
西
田
長
男
『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
八
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
四
一
三
～
四
五
九
頁
）。

（
43
）
前
掲
書
注
30
、
井
上
著
書
。

（
44
）
中
村
大
介
・
百
原 

新
・
孫
晙
鎬
「
韓
半
島
に
お
け
る
稲
作
の
開
始
時
期
」（『
日
本
考
古
学
協
会
大
会
』
発
表
冊
子
、
二
〇
一
一
年
）
及
び
中
村
氏
に
よ
る
教
示
。

（
45
）
朝
鮮
半
島
南
北
区
分
の
み
な
ら
ず
、
東
海
（
日
本
海
）
側
と
西
海
（
東
シ
ナ
海
）
側
で
は
気
候
が
異
な
り
、
古
代
新
羅
に
お
い
て
稲
作
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
説
（
李
成
市
氏

教
示
）
が
あ
り
、
古
代
朝
鮮
半
島
の
稲
作
の
分
布
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
46
）
前
掲
注
35
拙
稿
、
及
び
「
六
世
紀
に
お
け
る
仏
教
受
容
の
問
題
─
『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
六
年
条
「
百
済
造
丈
六
仏
像
」
の
再
検
討
─
」（『
國
學
院
雜
誌
』
一
一
二
巻
七
号
、
二
〇

一
一
年
）。

（
47
）
李
能
和
『
朝
鮮
仏
教
通
史
』
上
（
新
文
館
、
一
九
一
八
年
）。
前
掲
注
23
、
小
玉
論
文
参
照
。
李
能
和
『
朝
鮮
仏
教
通
史
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
『
弥
勒
仏
光
寺
事
蹟
』
は
ま
だ
史
料
的

な
価
値
に
つ
い
て
の
評
価
が
完
全
に
下
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
史
料
を
通
じ
て
百
済
聖
王
代
弥
勒
信
仰
を
検
討
す
る
こ
と
は
限
界
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
史
料
は
『
三
国
遺

事
』
の
水
源
寺
の
記
録
を
検
討
す
る
時
、
熊
津
地
域
で
の
弥
勒
信
仰
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
補
助
的
な
史
料
で
は
可
能
と
考
え
る
。

（
48
）『
観
世
音
應
験
記
』
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
塚
本
善
隆
「
六
朝
古
逸 

観
世
音
応
験
記
の
出
現
」（『
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所　

創
立
二
十
五
周
年
記
念
論
文
集
』、
一
九
五
四
年
）。

牧
田
諦
亮
『
六
朝
古
逸 

観
世
音
応
験
記
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
〇
年
）。
ま
た
、
益
山
・
帝
釈
寺
跡
や
王
宮
里
寺
跡
に
つ
い
て
は
、
東
潮
・
田
中
俊
明
編
著
『
韓
国
の
古
代

遺
跡
２
、
百
済
伽
耶
篇
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
、
一
七
四
～
一
七
五
頁
）。
及
び
『
王
宮
里
遺
跡
展
示
館
図
録
』（
益
山
市
遺
跡
展
示
館
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
49
）
前
掲
注
35
拙
稿
で
は
、『
書
紀
』
の
仏
教
伝
来
記
事
に
僧
侶
来
朝
を
み
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
当
時
の
わ
が
国
の
人
々
の
僧
侶
に
対
す
る
認
識
を
少
考
し
た
が
、
僧
侶
や
五
経
博
士
が

交
代
す
る
意
義
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
。
交
代
し
た
意
義
は
、
新
し
い
思
想
や
儀
礼
が
中
国
よ
り
百
済
へ
伝
来
し
、
日
本
に
百
済
を
中
継
地
と
し
て
伝
え
る
た
め
で
あ
ろ

う
か
。
手
島
文
倉
氏
は
曇
恵
・
道
深
が
九
人
と
七
人
を
合
わ
せ
た
十
六
人
と
共
に
渡
来
し
た
と
い
う
。（
手
島
文
倉
「
仏
教
史
上
よ
り
み
た
日
鮮
関
係
」『
宗
教
研
究
』
四
巻
14
号
三
四

頁
）

（
50
）
朝
鮮
半
島
の
日
本
支
配
に
つ
い
て
は
、
日
韓
と
も
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
五
世
紀
か
ら
六
世
紀
初
頭
の
栄
山
江
流
域
に
日
本
特
有
の
前
方
後
円
墳
や
祭
祀
土
器
が
出
土
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
近
年
で
は
、
こ
の
記
述
の
信
憑
性
が
高
く
な
っ
て
き
た
。（
朴
天
秀
「
栄
山
江
流
域
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
出
現
の
歴
史
的
背
景
─
５
、
６
世
紀
の
韓
半
島
と
日
本
列
島

─
」『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
一
七
号
・
大
和
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）。
鈴
木
靖
民
編
『
古
代
日
本
の
異
文
化
交
流
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
51
）
佐
川
正
敏
・
崔
英
姫
「
六
世
紀
中
葉
（
泗
沘
期
百
済
）
以
後
の
韓
国
栄
山
江
流
域
」（『
歴
史
と
文
化
』
第
五
十
号
、
東
北
学
院
大
学
学
術
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
）。

（
52
）『
武
寧
王
陵
』（
大
韓
民
国
文
化
財
管
理
局
、
一
九
七
四
年
）。



六
世
紀
に
お
け
る
百
済
王
の
神
仏
信
仰

二
九

（
53
）
道
教
に
つ
い
て
は
近
年
の
研
究
成
果
で
明
確
に
な
っ
て
き
た
。
道
教
の
萌
芽
は
、
後
漢
末
期
、
五
斗
米
道
・
太
平
道
と
い
う
新
興
宗
教
の
興
起
に
よ
る
。
堀
池
信
夫
・
砂
山
稔
編
『
道

教
研
究
の
最
先
端
』（
大
河
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、
及
び
福
井
文
雅
『【
講
座
道
教
】
第
４
巻
、
道
教
と
中
国
思
想
』
第
１
章
「
道
教
の
成
立
」、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
54
）『
書
紀
』
推
古
十
年
条
に
百
済
僧
観
勒
が
「
遁
甲
・
方
術
之
書
」
を
貢
ぐ
記
述
。

（
55
）「
安
厝
」
は
『
孝
経
鄭
注
義
疏
』
喪
親
章
に
「
措
」
と
「
厝
」
が
同
様
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。（
新
川
登
亀
男
「
行
基
集
団
に
み
る
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
展
開
」『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
学
の
構

築
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
56
）
篠
川
賢
「
隅
田
八
幡
宮
人
物
画
像
鏡
銘
小
考
」（『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
二
十
八
号
、
成
城
大
学
文
芸
学
部
、
二
〇
一
〇
年
）。 

（
57
）
前
掲
注
48
『
韓
国
の
古
代
遺
跡
二
、
百
済
伽
耶
篇
』
所
収
、
森
浩
一
「
紀
伊
の
国
と
韓
の
国
」。
な
お
、『
延
喜
式
』「
神
名
」
上
下
を
み
る
と
、
管
見
で
は
、
出
雲
と
紀
伊
に
五
十
猛
神

が
祭
ら
れ
て
い
る
神
社
が
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
の
二
国
は
律
令
制
後
も
「
国
造
」
が
認
可
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
（
瀧
川
政
次
郎
「
唐
二
王
後
の
制
と
我
が
二
国
造
制
」『
國
學
院

法
学
』
第
二
十
六
巻
一
号
、
二
号
、
一
九
八
八
年
、
田
中
卓
「
二
国
造
制
と
日
本
国
家
の
成
立
」、
鈴
木
正
信
『
日
本
古
代
氏
族
系
譜
の
基
礎
的
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、

五
十
猛
神
と
日
韓
関
係
に
つ
い
て
は
、
研
究
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
韓
国
と
出
雲
、
紀
伊
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
書
紀
』
の
次
の
記
事
を
参
考
と
す
る
。

　
　
　
　

一
書
曰 

素
戔
嗚
尊
所
行
無
状 

故
諸
神 
科
以
千
座
置
戸 

而
遂
逐
之 

是
時 

素
戔
嗚
尊
　

帥
其
子
五
十
猛
神
　

降
到
於
新
羅
國
　

居
曾
尸
茂
梨
之
處 

乃
興
言
曰 

此
地
吾
不
欲
居 

遂
以
埴

土
作
舟 

乘
之
東
渡 

到
出
雲
國
簸
川
上
所
在
　

鳥
上
之
峯 

時
彼
處
有
呑
人
大
蛇 

素
戔
嗚
尊 

乃
以
天
蝿
斫
之
劔 

斬
彼
大
蛇 

時
斬
蛇
尾
而
刃
缺 

即
擘
而
視
之 

尾
中
有
一
神
劔 

素
戔
嗚

尊
曰 

此
不
可
以
吾
私
用
也 

乃
遺
五
世
孫
天
之
葺
根
神 
上
奉
於
天 

此
今
所
謂
草
薙
劔
矣 

初
五
十
猛
神 

天
降
之
時 

多
將
樹
種
而
下 

然
不
殖
韓
地
、
盡
以
持
歸 

遂
始
自
筑
紫 

凡
大

八
洲
國
之
内
、
莫
不
播
殖
而
成
青
山
焉 

所
以 

稱
五
十
猛
命
　

爲
有
功
之
神
　

即
紀
伊
國
所
坐
大
神
是
也
。

（
58
）
前
掲
注
48
『
韓
国
の
古
代
遺
跡
２
、
百
済
伽
耶
篇
』。
な
お
同
書
で
森
浩
一
「
紀
伊
の
国
と
韓
の
国
」
に
も
『
書
紀
』
の
五
十
猛
神
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
木
棺
に
つ
い
て
は
触
れ

て
い
な
い
。

（
59
）
平
成
18
年
度
〜
平
成
20
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
B
⑴
研
究
代
表
者
岡
林
孝
作
『
古
墳
時
代
に
お
け
る
コ
ウ
ヤ
マ
キ
材
の
利
用
実
態
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
研
究
成
果
報

告
書
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）。
渡
辺
延
志
「
韓
国
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
ク
ス
ノ
キ
木
棺
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
二
七
号
、
大
和
書
房
、
二
〇
〇

六
年
）。 

（
60
）
吉
村
怜
「
百
済
仏
教
伝
来
考
」（『
社
会
科
学
討
究
』
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
）。
大
橋
一
章
「
百
済
・
日
本
へ
の
南
朝
仏
教
美
術
の
伝
播
と
受
容
」

（『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
学
の
構
築
─
21 

世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
集
成
─
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
61
）
前
掲
注
48
『
韓
国
の
古
代
遺
跡
２
、
百
済
伽
耶
篇
』、『
陵
寺
』（
国
立
扶
余
博
物
館
図
録
、
二
〇
〇
〇
年
、
＊
韓
国
語
）。
朝
鮮
文
化
研
究
所
編
『
韓
国
出
土
木
簡
の
世
界
』（
雄
山
閣
、

二
〇
〇
七
年
）。
陵
山
里
木
簡
に
つ
い
て
は
改
正
版
図
録
・
国
立
昌
原
文
化
財
研
究
所
『
韓
国
の
古
代
木
簡
』（
二
〇
〇
六
年
、
二
二
一
～
二
二
九
頁
、
＊
韓
国
語
）。



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
三
巻
（
二
〇
一
五
年
）

三
〇

（
62
）『
隋
書
』
巻
八
十
一
、
東
夷
伝
百
済
条
。『
周
書
』
百
済
伝
に
は
、「
而
無
道
士
」
と
あ
る
が
、「
買
地
券
」
は
、
明
ら
か
に
仏
教
思
想
で
は
な
く
、
道
教
思
想
で
あ
る
。

（
63
）。
坂
元
義
種
『
百
済
史
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
七
八
年
）。
崔
在
錫
『
古
代
韓
日
仏
教
関
係
史
』
第
一
部
（「
二
、
６
세
기
百
済
威
徳
王
이
大
和
에
서
편
볼
교
정
책
과
法
興
寺
조
영
」

一
志
社
、
一
九
九
八
年
、
＊
韓
国
語
）。
な
お
、
本
稿
で
は
坂
元
著
書
の
他
、
百
済
史
研
究
会
編
『
百
済
史
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
一
〇
七
九
年
）
所
収
の
李
丙
燾
氏
、
金
東
華
氏
、

崔
槿
默
氏
の
論
文
も
参
照
。
金
相
鉉
「
百
済
威
徳
王
の
父
王
の
た
め
の
追
福
と
百
済
観
音
」『
韓
国
古
代
史
研
究
』
十
五
巻
、
一
九
九
九
年
）。『
百
済
仏
教
思
想
研
究
』
金
寿
泰
「
威
徳

王
当
時
の
仏
教
」。
田
村
円
澄
編
「
百
濟
仏
教
史
年
表
」（『
日
本
仏
教
史
』
４
巻
、
法
蔵
館
、
一
〇
八
～
一
一
三
頁
）。

（
64
）『
陳
書
』
本
紀
第
四
「
景
辰
百
濟
國
遣
使
獻
方
物
」。

（
65
）『
隋
書
』
百
済
条
、「
開
皇
初
其
王
餘
昌
遣
使
貢
方
物
拜
昌
爲
上
開
府
帶
方
郡
公
百
濟
王
」。
同
書
巻
一
帝
紀
開
皇
元
年
「
百
濟
王
扶
餘
昌
遣
使
來
賀
授
昌
上
開
府
儀
同
三
司
帶
方
郡
公
」。

（
66
）『
隋
書
』
百
済
条
に
は
、
百
済
の
祭
祀
や
仏
教
事
情
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
隋
が
中
国
統
一
し
た
五
八
一
年
か
ら
六
〇
〇
年
の
間
、
五
回
の
使
者
を
隋
へ
派
遣
し
、
開
皇
九
年
（
五
八
九
）

に
は
隋
の
使
者
が
百
済
に
来
て
い
る
記
録
が
あ
る
た
め
、『
隋
書
』
の
宗
教
記
事
も
こ
の
時
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。

（
67
）『
史
記
』
百
濟
本
紀
第
五
・
威
徳
王
四
十
五
年
条
「
冬
十
二
月　

王
薨　

羣
臣
議
諡
曰
威
徳
。」。

（
68
）『
史
記
』
百
濟
本
紀
第
四
・
聖
王
十
六
年
条
「
春　

移
都
於
泗
沘
一
名
所
夫
里
國
號
南
扶
餘
」。

（
69
）
前
掲
注
35
拙
稿
。

（
70
）
高
秉
雲
・
鄭
晋
和
共
編
『
朝
鮮
史
年
表
』（
雄
山
閣
、
一
九
八
一
年
）、
及
び
前
掲
注
30
井
上
著
書
所
収
、「
古
代
東
ア
ジ
ア
諸
王
朝
対
照
年
表
」
参
照
。『
書
紀
』
と
『
史
記
』
と
の
紀

年
格
差
に
つ
い
て
は
議
論
が
多
く
あ
る
が
、
一
九
七
一
年
発
見
の
武
寧
王
陵
銘
文
に
よ
っ
て
明
確
に
な
っ
た
。

（
71
）
藤
澤
一
夫
「
難
波
鋳
銭
司
及
百
済
尼
寺
考
─
細
工
谷
遺
跡
の
観
察
か
ら
─
」（『
大
阪
の
歴
史
と
文
化
財
』
第
２
号
、
一
九
九
九
年
）。

（
72
）『
古
代
文
化
の
源
流
を
探
る
～
百
済
王
興
寺
か
ら
飛
鳥
寺
へ
～
』（
國
學
院
大
學
文
化
講
演
会
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
資
料
集　

國
學
院
大
學
、
二
〇
〇
八
年
）。
後
、『
古
代
東
ア
ジ
ア

の
仏
教
と
王
権
─
王
興
寺
か
ら
飛
鳥
寺
へ
─
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
73
）
咒
禁
師
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
15
の
吉
著
書
「
Ⅲ
、
仏
教
信
仰
의
社
会
的
拡
散　

２
、
薬
師
信
仰
과
拡
散
」（
の
ち
近
藤
浩
一
氏
が
『
京
都
産
業
大
学
論
集　

人
文
科
学
系
列
46
』
二
〇

一
三
年
に
翻
訳
）
で
考
察
さ
れ
、
僧
侶
の
職
掌
で
あ
る
。
律
令
制
に
お
い
て
は
、『
令
義
解
』
巻
五
「
職
員
令
」
典
薬
寮
の
条
に
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
職
役
に
つ
い
て
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
文
で
挙
げ
た
新
村
拓
編
『
日
本
医
療
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
、
二
二
頁
）
の
記
述
や
吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』、
平
凡
『
日
本
史
大

事
典
』、
角
川
『
平
安
時
代
史
事
典
』
を
み
る
と
、
咒
禁
師
は
「
道
教
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
、
呪
術
に
よ
っ
て
病
気
の
原
因
と
な
る
邪
気
を
祓
う
治
療
な
ど
を
行
っ
た
」
と
記
す
。

道
教
の
呪
術
は
「
道
禁
」
で
「
咒
禁
」
で
は
な
い
。
こ
の
注
釈
者
の
見
解
は
、
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
史
を
踏
ま
え
ず
に
、
わ
が
国
の
み
の
信
仰
で
考
察
し
、
隋
唐
の
律
令
の
記
述
や
朝
鮮

半
島
の
「
咒
禁
」
に
つ
い
て
は
全
く
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
解
釈
は
誤
り
と
な
る
。
吉
氏
論
文
に
付
言
す
る
と
、
咒
は
「
陀
羅
尼
」
を
唱
え
る
こ
と
で
あ
り
、「
真
言
」



六
世
紀
に
お
け
る
百
済
王
の
神
仏
信
仰

三
一

（skt. m
antra

）
を
い
う
。
真
言
は
イ
ン
ド
伝
来
の
言
葉
や
音
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
翻
訳
せ
ず
音
写
を
用
い
る
。
漢
訳
で
は
咒
、
明
咒
と
訳
さ
れ
た
。
ま
た
、
禅
師
に
つ
い
て

は
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
の
道
昭
没
の
記
事
に
玄
奘
三
蔵
に
禅
を
な
ら
っ
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
瑜
伽
法
を
示
し
て
お
り
、『
瑜
伽
師
地
論
』（
玄
奘
訳
）
に
お
け
る
五
明
の
一
つ

「
医
方
明
」
を
体
得
し
た
僧
侶
と
考
え
ら
れ
る
。『
霊
異
記
』
の
禅
師
の
活
動
を
み
る
と
、
民
衆
救
済
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
看
病
禅
師
」
と
い
う
僧
侶
の
姿
が
見
出
さ
れ
、
後
に
唐
の
宮

廷
に
倣
い
「
内
道
場
」
の
玄
昉
や
道
鏡
の
出
現
に
繋
が
っ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
当
時
、
山
岳
修
行
で
「
瑜
伽
法
」（skt.yoga

）
を
修
し
て
「
禅
定
」（
三
昧skt. Sam

ādhi

）
を
行
い
、

仏
教
医
療
な
ど
の
行
為
を
行
っ
て
い
た
僧
と
推
察
で
き
る
。
こ
れ
ら
咒
禁
師
や
禅
師
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
紙
面
の
都
合
上
、
改
め
て
詳
し
く
検
討
し
た
い
。

（
74
）
金
煐
泰
「
百
済
日
羅
考
」（『
馬
韓
・
百
済
文
化
』
６
号
、
一
九
八
三
年
＊
韓
国
語
）。

（
75
）
拙
稿
「
古
代
肥
後
に
お
け
る
仏
教
伝
来
─
百
済
達
率
日
羅
と
鞠
智
城
出
土
遺
物
を
中
心
と
し
て
─
」『
鞠
智
城
と
古
代
社
会
』
第
２
号
（
熊
本
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

日
羅
に
つ
い
て
は
、
百
済
高
官
で
は
な
く
、
僧
侶
と
し
て
『
聖
徳
太
子
傳
暦
』
巻
上
や
『
本
朝
高
僧
傳
』
第
六
十
九
に
記
し
て
あ
る
。
金
煐
泰
、
手
島
文
倉
氏
も
日
羅
を
沙
門
と
し
て

い
る
。
筆
者
は
『
書
紀
』
か
ら
検
討
し
た
見
解
で
は
百
済
高
官
と
し
て
考
え
て
お
り
、
本
論
で
は
宗
教
者
と
し
て
取
り
上
げ
な
い
。

（
76
）
田
村
圓
澄
『
古
代
朝
鮮
仏
教
と
日
本
仏
教
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
、
三
九
～
四
四
頁
）。

（
77
）
国
立
扶
餘
文
化
財
研
究
所
『
扶
餘　

王
興
寺
跡
発
掘
調
査
（
第
八
次
）
指
導
委
員
会
の
資
料
』（
二
〇
〇
七
年
、
八
～
十
二
頁
）。

（
78
）
詳
し
く
は
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
叢
書
二
、『
元
興
寺
縁
起
并
流
記
資
財
帳
』
６
丁
参
照
。

（
79
）
大
橋
一
章
『
飛
鳥
の
文
明
開
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）。
私
は
『
元
興
寺
縁
起
』
の
信
憑
性
に
つ
い
て
百
済
側
か
ら
の
視
点
を
ふ
ま
え
て
真
偽
を
検
討
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど

平
安
時
代
末
期
の
造
作
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
に
は
違
和
感
を
持
つ
。「
昌
王
」
名
の
時
期
や
わ
が
国
へ
伝
来
し
た
百
済
仏
教
の
内
容
が
一
致
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
全
て
が
当

時
の
記
録
と
は
言
え
な
い
が
、
当
時
の
伝
承
が
あ
る
程
度
は
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
80
）
前
掲
注
72
。
及
び
前
掲
注
24
門
田
論
文
「
百
済
王
室
祈
願
寺
と
飛
鳥
寺
の
造
寺
思
想
」。

（
81
）「
古
代
日
本
と
百
済
に
お
け
る
仏
教
と
神
祇
─
韓
国
・
益
山
弥
勒
寺
址
出
土
「
金
製
舎
利
奉
安
記
」
銘
文
中
の
「
下
化
蒼
生
」
に
つ
い
て
─
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
五
四
巻
１
号
、
仏
教

史
学
会
、
二
〇
一
一
年
）。

（
82
）
前
掲
書
注
63
、
坂
元
著
書
。

（
83
）
道
端
良
秀
「
梁
の
武
帝
の
断
酒
肉
文
」（『
中
国
仏
教
史
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
九
年
）。
鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
第
三
巻
第
三
章
（「
南
朝
の
仏
教
（
二
）
梁
・
陳
」
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）。

（
84
）
拙
稿
「
八
幡
神
と
百
済
仏
教
」（『
神
道
宗
教
』
第
二
一
〇
号
、
神
道
宗
教
学
会
、
七
五
か
ら
七
九
頁
）。

（
85
）『
韓
国
の
古
代
遺
跡
２
、
百
済
伽
耶
篇
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
）。



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
三
巻
（
二
〇
一
五
年
）

三
二

（
86
）『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
所
収
（
岩
波
古
典
文
学
大
系
）。
三
舟
隆
之
「『
日
本
霊
異
記
』
地
方
関
係
説
話
形
成
の
背
景
─
備
後
国
を
例
と
し
て
」（『
日
本
歴
史
』
七
五
八
号
、
二
〇
一
一

年
）。

（
87
）
国
立
扶
餘
博
物
館
『
百
済　

王
興
寺
』
展
示
図
録
、
二
〇
〇
八
年
。

（
88
）
金
在
庚
『
新
羅
土
着
信
仰
と
仏
教
の
融
合
思
想
史
研
究
』（
民
族
社
、
二
〇
〇
七
年
、
＊
韓
国
語
出
版
「
김
재
경 

저 

『
신
라 

토
착
신
앙
과 

불
교
의
융
합
사
상
사 

연
구
』  

민
족
사
」）
に

お
い
て
新
羅
の
宗
教
交
流
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
朝
鮮
三
国
の
中
で
最
も
仏
教
伝
来
が
遅
れ
た
国
が
新
羅
で
あ
り
、
仏
教
公
伝
に
つ
い
て
も
五
二
七
年
で
、
わ
が
国

の
公
伝
と
同
時
期
で
あ
る
。
新
羅
仏
教
へ
も
百
済
仏
教
が
関
与
し
て
い
た
。（
前
掲
注
46
参
照
）

（
89
）
田
村
圓
澄
『
筑
紫
の
古
代
史
』（
学
生
社
、
一
九
九
二
年
、
三
七
～
四
〇
頁
）。
な
お
、
田
村
氏
は
贈
与
と
考
え
て
い
る
（
同
氏
『
古
代
朝
鮮
仏
教
と
日
本
仏
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九

八
〇
年
）。

（
90
）
前
掲
注
81
拙
稿
。

　


